
商
社
活
動
と
貿
易
拡
大

山
　
沢
　
逸
　
平

は
じ
め
に

　
こ
の
論
文
は
二
つ
の
目
的
を
も
っ
て
書
か
れ
て
い
る
。
第
一
の
目
的
は
、
戦
前
期
の
日
本
の
外
国
貿
易
の
拡
大
に
際
し
て
商
社
が
ど
の

よ
う
な
役
割
を
果
し
た
か
を
分
析
す
る
こ
と
に
あ
る
。
経
済
発
展
論
の
立
揚
か
ら
こ
の
よ
う
な
分
析
を
試
み
た
研
究
は
き
わ
め
て
少
い
。

貿
易
拡
大
に
関
す
る
理
論
的
分
析
に
お
い
て
は
、
所
得
の
増
加
、
資
本
蓄
積
、
技
術
進
歩
と
い
っ
た
要
因
が
重
視
さ
れ
て
い
て
、
貿
易
の

当
事
者
で
あ
る
商
社
に
つ
い
て
の
分
析
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
。

　
し
か
し
、
最
近
に
な
っ
て
商
社
と
く
に
わ
が
国
特
有
の
総
合
商
社
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
て
、
経
営
史
家
に
よ
る
い
く
つ
か
の
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研
究
が
発
表
さ
れ
て
き
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
研
究
は
主
と
し
て
総
合
商
社
の
成
立
に
関
す
る
研
究
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
わ
れ
わ
れ

は
こ
の
論
文
で
、
商
社
の
発
達
と
貿
易
拡
大
の
相
互
関
係
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
思
う
。
と
く
に
こ
こ
で
は
、
明
治
時
代
の
貿
易
の
担
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

手
が
外
国
商
社
（
外
商
）
か
ら
日
本
商
社
（
内
商
）
に
移
っ
た
こ
と
に
分
析
の
焦
点
を
置
く
。

　
こ
の
論
文
の
第
二
の
目
的
は
、
こ
の
よ
う
な
日
本
の
歴
史
的
経
験
を
、
現
在
の
発
展
途
上
国
と
比
較
す
る
こ
と
に
あ
る
。
今
日
の
発
展

　
　
　
　
　
商
社
活
動
と
貿
易
拡
大
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
一



　
　
　
　
　
一
橋
大
学
研
究
年
報
　
経
済
学
研
究
　
2
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
二

途
上
国
は
、
発
展
の
た
め
の
輸
入
の
増
大
と
そ
れ
に
伴
う
国
際
収
支
の
赤
字
に
悩
ん
で
お
り
、
き
わ
め
て
強
い
輸
出
拡
大
意
欲
を
も
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
一
九
世
紀
末
の
日
本
の
状
況
と
よ
く
似
て
い
る
。
発
展
途
上
国
に
お
け
る
貿
易
は
、
現
在
で
も
大
半
は
外
国

商
社
に
よ
っ
て
扱
わ
れ
て
お
り
、
途
上
国
政
府
は
、
民
族
貿
易
商
社
を
育
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
自
国
に
お
け
る
外
商

の
活
動
を
規
制
す
る
よ
う
な
政
策
が
と
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
れ
が
た
だ
ち
に
民
族
商
社
の
育
成
に
結
び
つ
い
て
い
な
い
の
が
実
情

で
あ
る
。
商
社
の
育
成
と
い
う
の
は
、
あ
る
意
味
で
は
、
保
護
関
税
の
下
で
の
工
業
の
振
興
よ
り
も
む
ず
か
し
い
。
と
い
う
の
は
、
貿
易

業
務
と
い
う
の
は
、
高
度
な
熟
練
労
働
を
必
要
と
し
、
さ
ら
に
、
情
報
収
集
や
通
信
の
た
め
の
初
期
投
資
が
、
き
わ
め
て
大
き
い
か
ら
で

あ
る
。
民
族
商
社
育
成
政
策
と
い
う
の
は
、
こ
の
よ
う
な
貿
易
業
務
の
特
徴
を
把
握
し
、
さ
ら
に
、
内
商
の
機
能
と
い
う
も
の
を
充
分
理

解
し
た
上
で
立
案
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
う
い
っ
た
意
味
で
今
日
の
発
展
途
上
国
の
状
況
を
戦
前
期
の
日
本
の
経
験
に
照
ら
し
て

分
析
す
る
こ
と
は
、
き
わ
め
て
示
唆
に
富
む
し
、
そ
こ
か
ら
、
有
用
な
政
策
的
含
意
を
導
き
出
す
こ
と
も
で
き
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
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）

　
以
下
、
第
二
節
に
お
い
て
は
、
明
治
初
期
の
日
本
に
お
け
る
外
国
貿
易
の
状
況
と
直
輸
出
政
策
を
概
観
し
、
第
三
節
で
は
、
直
輸
率
の

変
化
を
商
品
別
、
地
域
別
に
検
討
す
る
。
本
論
文
の
最
も
重
要
な
目
的
で
あ
る
我
が
国
の
貿
易
拡
大
に
お
け
る
日
本
商
社
の
貢
献
に
関
す

る
分
析
は
、
第
四
節
か
ら
第
六
節
に
お
い
て
展
開
さ
れ
る
。
そ
の
分
析
を
う
け
て
、
第
七
節
に
お
い
て
は
、
日
本
商
社
の
活
動
の
多
様
化
、

総
合
商
社
化
の
問
題
を
分
析
し
、
最
後
の
第
八
節
に
お
い
て
、
現
在
の
発
展
途
上
国
に
お
け
る
商
社
の
役
割
が
、
日
本
の
経
験
と
の
比
較

で
検
討
さ
れ
て
い
る
。

一一

館
貿
易
と
直
輸
出
政
策



　
明
治
初
期
の
日
本
の
外
国
貿
易
は
、
海
を
越
え
て
で
は
な
く
居
留
地
に
い
る
外
国
商
館
の
庭
先
で
行
わ
れ
て
い
た
。
売
込
屋
と
呼
ば
れ

た
日
本
商
人
は
、
日
本
の
特
産
品
を
外
国
商
館
に
も
ち
こ
み
、
一
方
、
引
取
屋
と
呼
ば
れ
る
日
本
商
人
が
、
商
館
か
ら
外
国
の
産
品
を
買

い
う
け
、
国
内
市
場
で
売
り
さ
ば
い
て
い
た
。
商
館
に
お
け
る
取
引
価
格
は
、
外
国
商
人
と
そ
こ
で
働
く
中
国
人
通
訳
に
よ
っ
て
決
め
ら

れ
、
日
本
人
商
人
は
、
自
分
た
ち
の
売
込
ん
だ
品
物
が
海
外
市
揚
で
い
っ
た
い
い
く
ら
で
売
ら
れ
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
自
分
た
ち
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
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買
っ
た
外
国
製
品
の
元
値
が
い
く
ら
か
、
知
ら
な
か
っ
た
。
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）

　
開
港
直
後
に
お
い
て
は
、
日
本
人
商
人
は
、
外
国
商
人
に
ま
っ
た
く
対
抗
出
来
な
か
っ
た
。
二
五
〇
年
に
及
ぶ
鎖
国
の
結
果
、
日
本
商

人
は
外
国
貿
易
に
対
し
ま
っ
た
く
未
経
験
で
あ
っ
た
し
、
通
貨
交
換
、
海
上
保
険
、
海
運
の
知
識
も
な
か
っ
た
。
そ
の
上
、
日
本
商
人
は

金
融
的
基
盤
が
弱
く
、
資
金
面
に
お
い
て
も
外
国
商
館
に
依
存
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
生
糸
の
価
格
操
作
、
不
明
朗
な
計
量
、
中
国
人

仲
買
に
よ
る
抜
き
と
り
な
ど
、
数
々
の
不
公
正
な
外
国
貿
易
取
引
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
中
で
も
明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
年
）
の
「
連
合

荷
預
所
事
件
」
は
有
名
で
あ
り
、
日
本
人
生
糸
商
が
連
合
し
て
外
国
商
館
の
不
公
正
な
や
り
方
に
対
抗
し
た
が
、
実
質
的
に
は
、
ほ
と
ん

　
　
　
　
　
　
（
6
）

ど
効
果
が
な
か
っ
た
。

　
治
外
法
権
の
撤
廃
が
、
明
治
政
府
の
対
外
政
策
に
お
け
る
最
大
の
目
標
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
貿
易
政
策
の
最
大
の
問
題
は
、
直
輸
出
の

拡
大
に
よ
っ
て
、
貿
易
収
支
の
不
均
衡
を
解
消
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
明
治
政
府
は
早
く
か
ら
半
官
半
民
の
民
族
商
社
を
設
立
、
育
成
し

よ
う
と
し
た
が
、
す
べ
て
失
敗
に
終
っ
た
。

　
明
治
八
年
（
一
八
七
五
年
）
大
久
保
利
通
に
よ
っ
て
直
輸
出
令
が
出
さ
れ
、
日
本
商
社
に
対
し
補
助
金
も
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
三

井
物
産
や
そ
の
他
の
商
社
が
こ
れ
に
応
じ
て
、
生
糸
、
茶
な
ど
日
本
の
特
産
品
の
直
輸
出
を
開
始
し
た
。
そ
れ
ら
の
商
人
た
ち
は
、
全
国

　
　
　
　
　
商
社
活
動
と
貿
易
拡
大
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一
橋
大
学
研
究
年
報
　
経
済
学
研
究
　
2
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
四

的
な
治
外
法
権
撤
廃
運
動
に
力
を
得
て
い
た
。
と
く
に
三
井
物
産
は
、
・
ン
ド
ン
、
パ
リ
、
リ
ヨ
ン
、
、
・
・
ラ
ノ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
支
店

を
開
設
し
た
。
明
治
一
一
年
ま
で
に
、
七
〇
人
以
上
の
商
人
が
欧
米
ま
で
売
込
み
に
行
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
日
本
商
人
の
試
み
は
、
ほ
と
ん
ど
失
敗
に
終
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
外
国
貿
易
業
務
の
経
験
の
不
足
と
、
貿
易

補
助
機
関
の
未
整
備
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
三
井
物
産
も
、
明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
年
）
ま
で
に
、
・
ン
ド
ン
支
店
を
除
き
、
先
に
開

設
し
た
支
店
を
閉
鎖
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
、
生
糸
の
貿
易
な
ど
は
依
然
と
し
て
、
外
商
の
支
配
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

日
本
商
人
は
、
外
国
の
銀
行
や
保
険
会
社
か
ら
差
別
さ
れ
、
本
当
の
意
味
で
、
直
輸
出
が
軌
道
に
の
っ
た
の
は
、
横
浜
正
金
銀
行
（
一
八

八
○
年
）
、
東
京
海
上
（
一
八
七
九
年
）
、
日
本
郵
船
（
一
八
八
五
年
）
な
ど
の
貿
易
補
助
機
関
が
、
政
府
の
あ
と
押
し
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
（
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か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

三
　
直
貿
易
の
拡
大

　
第
－
図
に
は
直
輸
出
・
直
輸
入
の
拡
大
を
描
い
て
あ
る
。
一
九
〇
一
ー
一
九
三
六
年
間
は
日
本
本
土
全
体
の
数
字
が
得
ら
れ
な
い
が
、

こ
の
期
間
の
趨
勢
は
神
戸
港
お
よ
び
横
浜
港
の
数
字
か
ら
推
察
で
き
よ
う
。

　
直
輸
出
率
は
直
輸
政
策
が
出
た
後
で
一
三
－
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
高
ま
っ
た
が
、
そ
の
後
は
一
八
九
二
年
ま
で
横
這
い
を
続
け
て
か

ら
再
び
上
昇
し
て
一
九
〇
〇
年
ま
で
に
三
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
っ
た
。
直
輸
入
率
の
方
は
、
直
輸
出
率
よ
り
も
遅
れ
て
一
八
八
○
年
代
初

め
に
な
っ
て
か
ら
上
昇
し
始
め
た
が
、
そ
の
後
は
上
り
続
け
て
一
九
〇
〇
年
ま
で
に
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
り
、
一
九
二
〇
年
に
は
約
八

O
I
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
直
輸
入
率
は
一
八
八
七
年
以
降
直
輸
出
率
を
上
回
り
、
直
輸
出
率
が
追
い
つ
く
の
は
一
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九
三
〇
年
代
後
半
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
論
文
で
は
一
八
八
四
ー
一
九
二
〇
年
間
、
特
に

初
め
の
一
五
年
間
ほ
ど
に
焦
点
を
あ
て
た
い
。
こ
の
期

間
内
に
外
国
貿
易
量
は
急
速
に
増
大
し
た
。
輸
出
と
輸

入
は
一
八
八
五
i
一
九
〇
〇
年
間
に
平
均
年
率
七
・
七

パ
ー
セ
ン
ト
と
八
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
で
伸
び
た
し
、
つ

ぎ
の
二
〇
年
間
に
も
六
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
と
四
・
三
パ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
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ー
セ
ン
ト
で
伸
ぴ
つ
づ
け
た
。

　
輸
出
入
構
造
も
こ
の
期
間
内
に
著
し
く
変
化
し
た
。

一
八
八
○
年
代
初
め
に
は
生
糸
や
茶
な
ど
の
一
次
産
品

が
総
輸
出
の
八
O
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
た
の
に
、
一
九

〇
〇
年
代
初
め
ま
で
に
は
軽
工
業
品
が
と
っ
て
代
る
よ

う
に
な
っ
た
。
軽
工
業
品
の
シ
ェ
ア
は
こ
の
期
間
内
に

一
三
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
四
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
拡
大
し
て

い
る
。
輸
入
の
方
は
初
め
軽
工
業
品
が
主
で
六
八
パ
ー

セ
ン
ト
を
占
め
て
い
た
の
に
急
速
に
縮
小
し
て
二
四
パ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
五
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一
八
六

ー
セ
ン
ト
に
下
り
、
一
九
〇
〇
年
代
初
め
に
は
重
工
業
品
（
三
三
パ
ー
セ
ン
ト
）
と
原
料
（
二
九
パ
ー
セ
ン
ト
）
に
追
い
越
さ
れ
て
い
る
。

　
一
九
〇
〇
年
ま
で
の
二
〇
年
間
に
地
域
構
成
も
著
し
く
変
わ
っ
た
。
ヨ
ー
・
ッ
パ
の
シ
ェ
ア
が
輸
出
で
三
八
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
二
一
パ

ー
セ
ン
ト
ヘ
、
輸
入
で
六
三
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
三
七
パ
ー
セ
ン
ト
ヘ
半
減
し
て
い
る
一
方
、
東
ア
ジ
ア
と
北
米
が
主
要
輸
出
入
相
手
国
と

な
っ
た
。
こ
の
期
間
内
に
日
本
は
開
港
直
後
の
一
次
産
品
輸
出
国
か
ら
新
し
い
工
業
品
輸
出
国
へ
生
れ
変
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
日
本
の
外
国
貿
易
構
造
は
一
九
〇
〇
年
か
ら
の
二
〇
年
間
に
も
変
化
し
つ
づ
け
た
が
、
新
し
い
貿
易
パ
タ
ー
ン
は
そ
の
前
の
時
期
の
趨

勢
を
延
長
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
軽
工
業
品
輸
出
シ
ェ
ア
は
四
九
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
拡
大
し
、
重
工
業
品
も
若
干
輸
出
さ
れ
始
め
た
。
他

方
、
輸
入
で
は
軽
工
業
品
シ
ェ
ア
は
さ
ら
に
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
下
り
、
重
工
業
品
と
原
料
の
シ
ェ
ア
は
三
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
三
一
パ

ー
セ
ン
ト
ま
で
拡
大
し
た
。
東
ア
ジ
ア
と
北
米
は
依
然
主
要
貿
易
相
手
国
で
あ
っ
た
が
、
ヨ
ー
・
ッ
パ
の
シ
ェ
ア
は
輸
出
で
八
パ
ー
セ
ン

ト
、
輸
入
で
一
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
縮
小
し
、
そ
の
分
輸
出
先
と
輸
入
元
が
多
様
化
し
て
い
る
。

　
直
貿
易
の
拡
大
、
つ
ま
り
日
本
の
外
国
貿
易
で
内
商
が
外
商
に
と
っ
て
代
っ
て
い
く
こ
と
が
、
貿
易
の
商
品
別
・
地
域
別
構
造
の
急
激

な
変
化
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
た
と
い
う
の
が
わ
れ
わ
れ
の
仮
説
で
あ
る
。
こ
の
仮
説
を
一
八
八
四
i
一
九
〇
〇
年
に
つ
い
て
テ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

す
る
が
、
こ
の
期
間
に
限
っ
て
内
商
と
外
商
の
商
品
別
扱
い
高
が
判
明
し
て
い
る
。

　
輸
出
品
一
一
〇
品
目
と
輸
入
品
二
三
一
品
目
を
選
び
、
各
品
目
毎
に
総
輸
出
入
額
と
内
商
シ
ェ
ア
を
、
一
八
八
四
－
一
八
八
六
年
、
　
一

八
九
一
－
一
八
九
三
年
、
一
八
九
八
ー
一
九
〇
〇
年
の
三
時
点
の
三
年
平
均
値
を
計
算
し
た
。
こ
の
サ
ン
プ
ル
は
全
期
間
を
通
じ
て
輸
出

の
八
七
－
八
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
輸
入
の
八
八
i
九
四
パ
ー
セ
ン
ト
を
含
ん
で
い
る
。
輸
出
は
、
㈹
在
来
品
と
近
代
品
、
㈲
旧
輸
出
品
と
新

輸
出
品
、
⑥
主
と
し
て
欧
米
向
け
と
東
ア
ジ
ア
向
け
、
そ
の
他
に
三
通
り
に
分
類
し
て
い
る
。
輸
入
も
同
様
に
、
㈹
用
途
別
分
類
、
⑧
旧



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

輸
入
品
と
新
輸
入
品
、
⑥
欧
米
産
、
東
ア
ジ
ア
産
、
そ
の
他
、
の
三
通
り
に
分
類
し
て
い
る
。

　
第
1
、
2
表
の
初
め
の
二
欄
に
主
要
輸
出
入
グ
ル
ー
プ
の
シ
ェ
ア
変
化
を
示
し
て
あ
る
。
輸
出
構
造
で
は
、
在
来
品
か
ら
近
代
品
へ
、

旧
輸
出
品
か
ら
新
輸
出
品
へ
、
欧
米
か
ら
東
ア
ジ
ア
ヘ
と
顕
著
な
シ
ェ
ア
変
化
が
見
ら
れ
た
。
し
か
し
在
来
品
に
も
新
た
に
輸
出
さ
れ
始

め
た
も
の
も
あ
っ
て
、
輸
出
拡
大
に
貢
献
し
て
い
る
。
輸
出
の
中
で
も
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
動
き
は
対
照
的
で
あ
る
。
〔
（
在
来
品
）
×
（
旧

輸
出
品
）
×
（
欧
米
向
け
）
〕
が
急
減
し
、
他
方
〔
（
近
代
品
）
×
（
新
輸
出
品
）
×
（
東
ア
ジ
ア
向
け
）
〕
は
そ
の
分
だ
け
シ
ェ
ア
を
拡
大
し
て

い
る
。

　
同
じ
よ
う
な
構
造
変
化
が
輸
入
に
も
見
ら
れ
る
。
加
工
食
料
品
・
中
間
財
・
消
費
財
の
シ
ェ
ア
は
減
少
し
て
、
素
食
料
・
原
料
・
投
資

財
の
シ
ェ
ア
が
拡
大
し
た
。
旧
輸
入
品
か
ら
新
輸
入
品
へ
の
転
換
は
輸
出
の
揚
合
よ
り
急
速
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
近
代
的
工
業
品
の
急

速
な
輸
入
代
替
化
を
反
映
し
て
い
る
。
輸
入
元
も
欧
米
か
ら
東
ア
ジ
ア
と
そ
の
他
地
域
に
変
わ
っ
た
。
欧
米
シ
ェ
ア
は
七
二
・
三
パ
ー
セ

ン
ト
か
ら
四
四
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
少
で
あ
る
。
〔
（
素
食
料
）
×
（
新
輸
入
品
）
×
（
東
ア
ジ
ア
）
〕
と
〔
（
原
料
）
×
（
新
輸
入
品
）
×
（
そ
の

他
地
域
）
〕
の
二
つ
は
も
っ
と
も
シ
ェ
ア
拡
大
の
著
し
い
グ
ル
ー
プ
で
、
他
方
〔
（
中
間
財
）
×
（
新
輸
入
品
）
x
（
欧
米
）
〕
と
〔
（
消
費
財
）

×
（
旧
輸
入
品
）
×
（
欧
米
）
〕
は
シ
ェ
ア
縮
小
が
も
っ
と
も
早
か
っ
た
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
次
節
で
は
こ
れ
ら
輸
出
入
構
造
変
化
が
直
輸
率

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

の
上
昇
に
ど
の
よ
う
に
関
連
し
て
い
た
か
を
調
べ
て
、
外
国
貿
易
拡
大
に
果
し
た
内
商
の
役
割
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
思
う
。

四
商
社
の
機
能

全
体
と
し
て
の
直
輸
率
の
上
昇
と
貿
易
総
額
の
増
大
と
を
結
ぴ
つ
け
て
も
、

　
　
　
　
商
社
活
動
と
貿
易
拡
大

二
つ
の
間
の
因
果
関
係
に
つ
い
て
は
何
も
言
え
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
七

商
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社
の
機
能
と
そ
れ
に
影
響
す
る
経
済
条
件
の
変
化
と
を
理
論
的
に
考
察
し
た
上
で
始
め
て
、
貿
易
拡
大
へ
の
内
商
の
貢
献
に
結
論
が
出
せ

よ
う
。
以
下
内
商
と
外
商
の
経
営
行
動
に
相
違
が
あ
っ
た
と
い
う
命
題
を
提
起
し
て
、
そ
こ
か
ら
実
証
可
能
仮
説
を
二
つ
導
き
出
し
、
そ

れ
を
直
輸
率
と
貿
易
拡
大
の
個
別
品
目
デ
ー
タ
を
使
っ
て
テ
ス
ト
し
よ
う
。

　
貿
易
商
社
の
本
来
的
機
能
は
国
境
を
越
え
て
売
手
と
買
手
を
結
び
つ
け
、
そ
の
間
に
取
引
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で

商
社
活
動
は
「
取
次
業
」
で
あ
る
。

　
外
国
貿
易
取
引
に
は
い
ろ
い
ろ
な
タ
イ
プ
の
サ
ー
ビ
ス
が
投
入
さ
れ
る
。
ω
ま
ず
商
社
は
需
要
供
給
両
方
の
情
報
を
得
て
、
も
っ
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

安
い
生
産
者
と
も
っ
と
も
高
い
価
格
を
払
う
買
手
と
を
結
び
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
③
そ
の
た
め
に
は
複
雑
な
外
国
貿
易
取
引
を
実

施
す
る
だ
け
の
技
術
を
習
得
し
て
、
売
手
、
買
手
の
両
方
か
ら
仲
介
者
と
し
て
信
頼
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
圖
時
に
は
取
引
が
完
了

す
る
ま
で
の
期
間
の
貿
易
金
融
を
売
手
な
い
し
は
買
手
に
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
國
海
運
や
海
上
保
険
等
の
サ
ー
ビ
ス
も
調
達

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
以
上
を
商
社
の
生
産
関
数
の
形
で
述
べ
る
と
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
生
産
物
は
貿
易
取
引
の
実
行
で
あ
り
、
投
入
物
は
情
報
、
貿
易
取

引
技
術
と
貿
易
金
融
、
海
運
、
保
険
等
の
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
初
め
の
二
つ
は
商
社
が
内
部
に
蓄
積
し
た
経
営
資
源
か
ら
供
給
さ
れ
る
。

第
三
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
（
「
貿
易
補
助
業
務
」
と
呼
ぼ
う
）
は
外
部
の
専
門
企
業
か
ら
調
達
す
る
が
、
商
社
は
そ
れ
ら
を
正
し
い
時
と
揚

所
で
結
び
合
わ
せ
る
よ
う
に
調
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
通
常
の
経
済
分
析
で
は
貿
易
成
長
は
生
産
費
低
下
、
生
産
能
力
増
大
、
需
要
成
長
な
ど
の
要
因
で
説
明
さ
れ
る
。
し
か
し
現
実
に
は
こ

れ
ら
の
要
因
は
「
貿
易
可
能
性
」
要
因
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
貿
易
成
長
と
し
て
実
現
さ
れ
る
に
は
商
社
の
活
動
が
必
要
で
あ
る
。
ど
の
商



社
に
と
っ
て
も
こ
の
貿
易
可
能
性
を
実
現
す
れ
ば
利
益
が
上
る
か
ら
、
内
商
、
外
商
に
も
等
し
く
、
こ
の
機
能
を
果
す
動
機
が
あ
っ
た
は

ず
で
あ
る
。
し
か
し
日
本
貿
易
成
長
の
初
期
に
は
、
日
本
の
内
商
は
、
経
済
的
民
族
主
義
に
駆
ら
れ
た
か
、
外
商
よ
り
も
有
利
な
何
か
が

あ
っ
た
か
で
、
外
商
よ
り
取
引
拡
大
意
欲
が
強
か
っ
た
、
と
い
う
命
題
を
提
起
し
た
い
。
こ
れ
は
わ
れ
わ
れ
の
基
本
命
題
で
あ
っ
て
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
β
）

こ
か
ら
内
商
が
日
本
貿
易
拡
大
に
貢
献
し
た
こ
と
が
導
き
出
さ
れ
る
。

　
内
商
が
取
引
拡
大
に
よ
り
意
欲
的
だ
ワ
た
と
し
て
も
、
最
初
は
商
社
機
能
を
果
す
上
で
外
商
よ
り
は
る
か
に
劣
っ
て
い
た
。
一
八
五
九

年
に
開
港
さ
れ
た
と
き
、
日
本
の
商
人
は
外
国
貿
易
に
ほ
と
ん
ど
未
経
験
で
あ
っ
た
し
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
熟
練
も
欠
い
て
い
た
。
日
本

産
品
に
対
す
る
海
外
市
揚
情
報
も
乏
し
か
っ
た
。
一
八
七
〇
年
代
末
ま
で
日
本
側
で
は
貿
易
補
助
業
務
は
利
用
で
き
な
か
っ
た
。
横
浜
正

金
銀
行
が
設
立
さ
れ
る
（
一
八
八
○
年
）
ま
で
は
日
本
の
銀
行
に
よ
る
貿
易
金
融
は
な
か
っ
た
の
で
、
日
本
の
商
人
は
オ
リ
エ
ン
タ
ル
・
バ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
耳
）

ン
ク
や
香
港
上
海
銀
行
等
の
外
銀
の
横
浜
支
店
か
ら
不
利
な
条
件
で
金
融
を
受
け
て
い
た
。

　
日
本
の
外
国
貿
易
の
ほ
と
ん
ど
が
、
必
要
な
経
営
資
源
を
も
ち
、
有
利
な
条
件
で
貿
易
補
助
業
務
を
調
達
し
え
た
欧
米
商
人
に
独
占
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

れ
た
の
は
当
然
の
成
行
で
あ
っ
た
。
進
取
の
日
本
商
人
が
商
品
を
携
え
て
渡
航
し
、
直
接
外
国
の
顧
客
に
売
込
む
の
が
当
時
の
直
貿
易
の

や
り
方
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
外
国
貿
易
の
情
報
や
熟
練
は
実
務
経
験
や
商
業
学
校
教
育
を
通
じ
て
徐
々
に
日
本
商
社
の
中
に
蓄
積
さ
れ
て
い
っ
た
。
ま
ず

日
本
商
社
は
、
初
め
売
込
屋
ま
た
は
引
取
屋
と
し
て
外
国
商
社
と
の
取
引
を
重
ね
て
外
国
貿
易
取
引
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
技
術
を
習
得
し
て
い

っ
た
。
外
国
商
館
で
働
ら
い
て
経
験
を
積
ん
だ
上
で
貿
易
商
社
を
創
設
し
た
日
本
人
も
あ
っ
た
。
三
井
物
産
の
初
代
総
支
配
人
の
益
田
孝

は
こ
の
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
例
で
あ
る
。
他
方
、
最
初
の
商
業
学
校
で
あ
っ
た
「
商
法
講
習
所
」
（
一
橋
大
学
の
前
身
）
は
一
八
七
六
年

　
　
　
　
　
商
社
活
動
と
貿
易
拡
大
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
九

！
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に
創
設
さ
れ
、
卒
業
生
を
三
井
や
他
の
日
本
商
社
に
供
給
し
始
め
た
。
彼
等
は
近
代
的
商
業
教
育
と
外
国
語
を
身
に
つ
け
、
海
外
支
店
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

設
の
た
め
に
海
外
に
送
ら
れ
た
。

　
貿
易
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
熟
練
の
習
得
が
進
み
、
貿
易
補
助
業
務
の
日
本
側
か
ら
の
供
給
が
改
善
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、
内
商
の
外
商
に
対
す

る
不
利
は
漸
次
減
少
し
て
き
た
。

　
他
方
内
商
に
は
欧
米
商
社
に
比
べ
て
有
利
な
点
も
あ
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
な
け
れ
ば
直
輸
率
の
上
昇
は
も
っ
と
遅
か
っ
た
で
あ

ろ
う
。
第
一
に
、
欧
米
商
社
は
内
商
よ
り
も
高
い
口
銭
を
と
っ
た
。
こ
れ
は
彼
等
の
生
活
費
が
高
か
っ
た
せ
い
も
あ
ろ
う
し
、
中
国
人
や

日
本
人
の
仲
介
者
へ
の
手
数
料
の
せ
い
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
第
二
に
、
内
商
は
外
国
品
に
対
す
る
新
規
の
輸
入
需
要
を
開
発
し
た
り
、
日
本
品
輸
出
の
新
し
い
供
給
源
を
組
織
す
る
点
で
有
利
だ
っ

た
。
も
っ
と
も
内
商
は
外
国
市
揚
の
情
報
が
不
足
し
、
近
付
き
を
も
た
な
い
不
利
で
、
こ
の
有
利
さ
は
相
殺
さ
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
こ
と

は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
日
本
は
世
界
貿
易
へ
の
小
さ
な
参
入
者
で
あ
っ
て
、
新
生
産
物
を
持
込
ん
だ
わ
け
で
も
、
大
き
な
新
規
市
揚
を

開
い
た
わ
け
で
も
な
い
。
日
本
と
世
界
と
の
貿
易
の
新
し
い
機
会
は
、
主
と
し
て
日
本
側
で
見
出
さ
れ
た
し
、
そ
の
意
味
で
内
商
の
国
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

で
の
有
利
さ
は
海
外
で
の
不
利
を
上
回
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
点
は
次
節
で
よ
り
詳
細
に
論
じ
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

　
さ
ら
に
一
八
五
八
年
の
友
好
通
商
条
約
に
よ
っ
て
外
国
人
は
居
留
地
外
で
の
商
業
活
動
を
制
限
さ
れ
て
い
た
。
居
留
地
で
の
治
外
法
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

を
認
め
ら
れ
た
代
り
に
、
外
国
商
人
は
居
留
地
外
四
〇
粁
以
上
を
自
由
に
旅
行
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
規
制
に
よ
っ
て
外
国
商
人
は
地
方

の
顧
客
や
生
産
者
と
の
直
接
の
取
引
を
制
限
さ
れ
、
上
述
の
内
商
の
有
利
さ
が
強
め
ら
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
し
か
し
外
商
は
国
内
日
本

人
と
の
取
引
に
は
日
本
人
雇
人
を
使
っ
て
い
た
か
ら
、
こ
の
規
制
の
お
蔭
で
内
商
は
先
に
述
べ
た
不
利
を
上
回
っ
て
外
商
よ
り
有
利
に
な



っ
て
い
た
と
は
思
え
な
い
。

五
　
日
本
商
社
の
比
較
優
位

　
直
輸
率
は
す
べ
て
の
商
品
で
一
律
に
増
加
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
あ
る
商
品
や
あ
る
地
域
と
の
貿
易
で
他
よ
り
も
早
く
増
加
し
た
。
こ

の
点
を
考
慮
し
て
、
わ
れ
わ
れ
の
基
本
命
題
を
実
証
す
る
た
め
に
、
二
つ
の
実
証
可
能
仮
説
を
組
立
て
よ
う
。

　
仮
説
1
は
第
三
節
で
説
明
し
た
商
品
別
・
地
域
別
グ
ル
ー
プ
間
の
直
輸
率
上
昇
格
差
に
関
連
し
て
い
る
。
最
初
は
す
べ
て
の
商
品
で
、

内
商
は
外
商
に
対
し
て
不
利
だ
っ
た
が
、
不
利
の
程
度
は
商
品
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
た
。
不
利
の
程
度
が
小
さ
い
商
品
、
ま

た
は
内
商
が
比
較
優
位
に
あ
っ
た
商
品
で
ま
ず
内
商
シ
ェ
ア
が
上
昇
し
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
仮
説
1
は
、
ω
旧
輸
出
（
入
）
品

よ
り
新
輸
出
（
入
）
品
で
、
③
在
来
品
の
輸
出
よ
り
近
代
品
の
輸
出
で
、
ま
た
素
食
料
・
原
料
・
投
資
財
グ
ル
ー
プ
の
輸
入
で
他
の
グ
ル

ー
プ
よ
り
も
、
⑬
欧
米
と
よ
り
も
東
ア
ジ
ア
と
の
輸
出
（
入
）
で
、
各
年
次
の
直
輸
率
が
高
か
っ
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
な
ぜ
こ
れ
ら
の
商
品
グ
ル
ー
プ
で
内
商
が
比
較
優
位
を
も
っ
た
か
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
ω
　
生
糸
や
茶
の
よ
う
な
旧
輸
出
品
、
綿
布
や
洋
雑
貨
の
よ
う
な
旧
輸
入
品
の
貿
易
は
開
港
直
後
か
ら
始
ま
っ
た
。
欧
米
商
社
が
こ
れ

ら
の
商
品
の
供
給
源
を
開
拓
し
、
販
売
経
路
を
確
立
し
て
し
ま
っ
た
後
で
日
本
商
社
が
参
入
し
た
の
で
あ
る
。
日
本
側
に
と
っ
て
は
未
だ

確
立
し
て
い
な
い
領
域
を
求
め
て
、
新
輸
出
品
や
新
輸
入
品
の
貿
易
の
方
が
手
が
け
易
か
っ
た
。
（
仮
説
1
ω
）

　
個
　
近
代
品
対
在
来
品
の
区
別
は
前
述
の
新
輸
出
品
対
旧
輸
出
品
の
区
別
と
重
複
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
近
代
品
は
す
ぺ
て
新
輸
出
品

だ
が
、
在
来
品
に
は
旧
輸
出
品
だ
け
で
な
く
、
新
輸
出
品
も
あ
る
。
事
実
、
莚
、
真
田
そ
の
他
の
手
工
芸
品
の
よ
う
な
在
来
品
の
新
輸
出

　
　
　
　
　
商
社
活
動
と
貿
易
拡
大
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一
橋
大
学
研
究
年
報
　
経
済
学
研
究
　
2
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
二

品
も
一
八
九
〇
年
代
の
輸
出
成
長
に
貢
献
し
た
。
他
方
マ
ッ
チ
や
綿
糸
の
よ
う
な
近
代
品
は
初
め
ヨ
ー
・
ッ
パ
か
ら
輸
入
さ
れ
た
が
、
国

内
で
も
輸
入
代
替
生
産
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
後
に
ア
ジ
ア
諸
国
に
輸
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
日
本
商
社
は
こ
れ
ら
新
産
業
と
密
接

な
関
係
を
も
ち
き
新
産
品
の
海
外
輸
出
に
熱
心
で
あ
っ
た
。
し
か
し
外
国
商
社
の
方
は
初
め
こ
れ
ら
の
商
品
を
日
本
に
輸
入
し
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、
日
本
製
品
の
質
を
過
小
評
価
し
て
、
手
が
け
る
の
が
遅
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
市
揚
と
の
密
着
は
取
引
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
重
要
で
あ
る
。
内
商
は
外
商
よ
り
も
国
内
需
要
に
精
通
し
て
い
た
か
ら
、
一
般
に
輸
出

よ
り
も
輸
入
貿
易
の
方
で
内
商
が
不
利
の
程
度
は
小
さ
か
っ
た
。
第
－
図
で
初
め
の
一
〇
年
間
を
除
い
て
直
輸
入
率
の
方
が
高
か
っ
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

は
こ
れ
で
説
明
さ
れ
よ
う
。
素
食
料
品
・
原
料
・
投
資
財
の
輸
入
貿
易
で
は
市
揚
密
着
の
お
蔭
で
内
商
は
有
利
に
参
入
で
き
た
。
米
そ
の

他
の
農
産
物
の
輸
入
需
要
は
各
年
の
収
穫
に
よ
っ
て
大
き
く
左
右
さ
れ
た
し
、
内
商
は
こ
れ
ら
の
農
産
物
の
国
内
取
引
に
長
ら
く
携
わ
っ

て
来
た
か
ら
絶
対
的
に
有
利
で
あ
っ
た
。
原
綿
そ
の
他
の
原
料
や
産
業
機
械
類
は
上
述
の
新
産
業
が
需
要
し
た
も
の
だ
が
、
三
井
そ
の
他

の
内
商
は
、
こ
れ
ら
の
新
産
業
に
は
そ
の
創
設
の
時
か
ら
関
与
し
て
い
た
。
（
仮
説
1
③
）

　
㈹
　
欧
米
商
社
は
日
本
と
本
国
と
の
貿
易
を
開
拓
し
た
か
ら
、
そ
の
貿
易
で
は
日
本
商
社
に
対
し
て
強
い
優
位
を
保
っ
て
き
た
。
し
か

し
日
本
と
ア
ジ
ア
と
の
貿
易
は
遅
れ
て
増
大
し
た
し
、
欧
米
商
社
に
比
べ
て
の
内
商
の
不
利
も
こ
の
貿
易
で
は
小
さ
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

事
実
、
欧
米
商
社
は
中
国
で
の
取
引
で
は
長
い
間
中
国
人
買
弁
に
依
存
し
、
　
一
パ
ー
セ
ン
ト
の
手
数
料
を
支
払
っ
て
き
た
。
し
か
し
三
井

が
一
八
九
〇
年
代
末
に
中
国
市
揚
向
け
輸
出
を
拡
大
し
よ
う
と
し
た
と
き
に
、
こ
の
慣
行
を
止
め
て
、
日
本
人
社
人
に
中
国
語
を
習
わ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）
（
2
2
）

て
中
国
人
買
弁
に
と
っ
て
代
わ
ら
せ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
日
本
商
人
は
別
の
タ
イ
プ
の
外
商
、
す
な
わ
ち
長
年
乙
の
地
域
内

の
貿
易
を
扱
っ
て
き
た
清
商
と
競
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
東
ア
ジ
ア
と
の
貿
易
で
は
内
商
が
外
商
に



比
べ
て
有
利
で
あ
っ
た
と
は
言
え
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
（
仮
説
1
㈹
）

　
内
商
が
貿
易
拡
大
に
よ
り
強
い
意
欲
を
も
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、
仮
説
1
で
は
、
内
商
が
特
定
品
目
で
は
比
較
優
位
を
も
ち
、
直

輸
率
は
そ
の
よ
う
な
品
目
で
高
く
な
る
だ
ろ
う
と
仮
定
し
た
。
さ
ら
に
進
ん
で
仮
説
H
を
構
築
し
よ
う
。
す
な
わ
ち
直
輸
率
が
高
い
品
目

ほ
ど
貿
易
拡
大
率
も
高
く
な
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
仮
説
は
あ
る
期
間
の
貿
易
（
拡
大
）
倍
率
を
期
首
の
直
輸
率
や
、
同
期
間
中
の
直
輸
率
の
（
増
加
）
倍
率
に
回
帰
さ
せ
る
こ
と
で

テ
ス
ト
で
き
る
。
こ
の
二
つ
の
説
明
変
数
は
た
が
い
に
排
除
し
合
う
も
の
で
は
な
い
ゴ
内
商
の
シ
ェ
ア
が
初
め
高
く
て
貿
易
倍
率
を
大
き

く
す
る
傾
向
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
に
誘
わ
れ
て
外
商
が
積
極
的
に
参
入
し
て
来
れ
ば
、
直
輸
率
は
あ
ま
り
上
ら
な
い
だ
ろ
う
か
ら
で
あ

る
。

　
貿
易
拡
大
を
説
明
す
る
回
帰
式
に
は
両
変
数
と
も
含
ま
れ
る
。
も
っ
と
も
所
得
や
価
格
等
の
貿
易
可
能
性
の
説
明
変
数
は
入
ら
な
い
か

ら
、
商
品
間
の
貿
易
倍
率
の
相
違
を
こ
の
回
帰
式
で
説
明
し
つ
く
そ
う
と
い
う
の
は
無
理
で
あ
ろ
う
。
上
述
の
二
変
数
で
貿
易
倍
率
の
商

品
間
相
違
の
あ
る
割
合
が
説
明
さ
れ
れ
ば
満
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　
第
1
、
2
表
に
は
主
要
商
品
グ
ル
ー
プ
毎
に
、
三
年
次
（
『
ど
ρ
。
）
の
平
均
直
輸
出
率
と
直
輸
入
率
、
お
よ
ぴ
三
つ
の
期
間
（
書
に

トD

一
、
u
声
更
一
）
の
平
均
輸
出
．
輸
入
倍
率
を
示
し
て
あ
る
。
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
間
の
平
均
値
を
比
較
す
れ
ば
、
仮
説
1
が
調
ぺ
ら
れ
よ

う
。
新
輸
出
入
品
の
直
輸
率
は
ど
の
年
次
も
旧
輸
出
入
品
の
直
輸
率
よ
り
高
い
。
同
じ
大
小
関
係
は
近
代
品
と
在
来
晶
の
輸
出
の
間
で
も
、

素
食
料
．
原
料
・
投
資
財
グ
ル
ー
プ
ど
そ
の
他
グ
ル
ー
プ
の
輸
入
の
間
で
も
見
出
さ
れ
る
。
輸
出
仕
向
け
地
別
の
差
違
は
仮
説
1
㈲
と
一

致
し
て
い
る
が
、
輸
入
元
別
の
差
違
の
大
小
関
係
は
不
明
確
で
あ
る
。
交
差
分
類
グ
ル
ー
プ
を
〔
（
在
来
品
）
×
（
旧
輸
出
品
）
×
（
欧
米
）
〕
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第1表主要商品グループ別の直輸出率と輸出増加倍率

対総輸出シェァ 直　輸　出　率a 輸出増加倍率a
商　　品　　分　　類

1 3 1 2 3 2／1b 3／2 3／1

品
品
品
品
品
向

　
出
出

商
　
　
来
代
米

　
輸
輸

全
旧
新
在
近
欧
東アジア向
（在来品）×（新輸出品）

（在来品）×（旧輸出品）

（近代品）×（新輸出品）

（在来）×（旧輸出）×（欧米）

（近代）×（新輸出）×（東ア）

100，0％

93．4

　6．6

99．1

　0．9

72，2

21．6

　5．9

93。2

　0．7

68。4

　0。7

100，0％

72。3

27．8

80．7、

19．3

57。0

38．3

　8，5

72．2

19．2

50．0

19．1

19．2％

15．7

22．6

i6．0

38．3

15．3

19．9

16．1

15。8

40．1

12，9

43．9

19．4％

16．6

21．9

18．2

25．9

14。0

20．7

20。7

16．1

25，0

10．3

27。4

32．0％

29，6

33．7

29．9

43。4

26、7

32．3

30．5

29。4

41．7

22，9

41．9

13．72

4．08

22．85

11．95

24．05

22．91

9．19

21，84

4．15

25，61

6．67

28．43

12，39

2．12

21，95

3．77

59。58

3．92

19．49

5．86

2．13

63．21

1．52

71．90

64．42

11。82

114．22

40。32

204．58

72．21

67．76

76，21

12．01

218．14

22．69

248．87

（出所）　大蔵省『大日本外国貿易年表』1884－86，1891－93，1898一工900年版。

（注）　　　年1：　1884一一86，　年2＝　1891－93，　年3；　1898－19DO．

　　　a：主要グルーブ毎の算術平均値

　　　b：年2輸出額の対年1輸出額倍率

　　　分類基準は付表1，2参照，



第2表　主要商品グループ別の直輸入率と輸入増加倍率

対総輸入シェア 直輸　入率a 輸入増加倍率a
商　　品　　分　　類

1 3 1 2 3 2／1b 3／2 3／1

全　　商　品

旧　輸　入　品

新輸　入品
欧　米　か　ら

東アジアから
素食料・原料・投資財（A）

力“ユ：．食恥卜品・rい問則㌔消費貝イ’（B）

（新輸入）X（A）

（旧輸入）×（B）

（新輸入）×（B）

（旧輸入）×（消費）×（欧米）

（新輸入）×（投資）×（欧米）

100．0％

63．7

36．3

72，3

　4．8

20．2

79．8

　6。0

49．6

30．0

22．4

　1．0

100．0％

39．1

60．9

44．9

18．4

57．5

42．6

45、0

26．8

15．8

11．1

　3．0

13，9％

12．3

16，0

13．1

18．9

19．4

11．5

24．2

11．3

11．9

15．4

21．6

19．9％

17．2

23，3

21．2

20．9

26．8

16．8

34．7

16。4

17．5

22．1

49．8

32．6％

29．6

36．6

34．9

25．7

38．4

30．0

44．1

28．2

32．7

33．3

59．9

4．88

3．17

7．13

4．48

7．18

8．66

3．21

13。18

2．64

4．02

2．46

18．57

4．78

4，85

4．68

4．63

7．07

5．72

4．36

4．67

4．12

4．69

3，50

4．99

30。20

22．20

40．69

23．79

74．10

71．08

12．07

86．25

　8．45

17．22

　7．74

136．07

（出所，注）　第1表参照．
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究
　
2
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

と
〔
（
近
代
品
）
×
（
新
輸
出
品
）
×
（
東
ア
ジ
ア
）
〕
と
の
よ
う
に
組
合
わ
せ
て
比
較
す
れ
ば
仮
説
と
一
致
す
る
結
果
が
え
ら
れ
る
。

　
主
な
グ
ル
ー
プ
の
組
合
わ
せ
間
で
輸
出
入
倍
率
を
比
較
す
る
と
、
直
輸
率
と
同
じ
よ
う
な
差
違
が
現
わ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
も
直
輸
率
と

輸
出
入
倍
率
と
の
間
に
正
の
相
関
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
平
均
値
の
間
の
関
係
で
あ
り
、
上

述
の
二
仮
説
を
よ
り
厳
密
に
テ
ス
ト
す
る
に
は
、
個
別
品
目
デ
ー
タ
を
用
い
て
回
帰
分
析
を
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
六
　
直
輸
率
と
輸
出
入
倍
率
の
回
帰
分
析
　
　
，
　
　
　
『
　
ー
…
　
　
；
…
…
ひ
ー
ー

　
つ
ぎ
の
二
つ
の
回
帰
方
程
式
が
各
年
次
、
各
期
間
の
個
別
品
目
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
推
定
さ
れ
る
。

　
（
一
国
艸
浮
“
艸
一
H
）

　
　
　
ぎ
b
肉
恥
“
に
§
十
§
宅
十
§
ミ
十
§
笥
一
十
§
肉
国
十
農
知
淘
一
十
壽
§
一

　
　
　
　
（
叫
浮
群
『
b
』
卸
）

　
（
“
。
国
軸
葎
㌶
N
H
）

　
　
　
5
q
鮮
、
。
。
“
ぴ
。
十
黛
宅
十
ε
ミ
十
び
。
。
卸
十
黛
笥
6
・
十
劇
知
卸
十
8
ミ
塵
十
♀
葭
十
ぴ
。
。
『
b
肉
肉
師
十
ぴ
。
一
昌
Q
b
肉
卸
、
翰

　
　
　
　
（
軸
渉
㌶
ぎ
q
』
ミ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
叫
葎
箕
一
口
b
凶
卸
）
　
（
鮎
浮
“
艸
ぎ
Q
U
弱
躰
、
。
・
）

こ
こ
で
b
肉
き
（
ま
た
は
b
扇
“
）
は
孟
年
（
外
“
一
る
も
）
の
直
輸
出
（
入
）
率
、
Q
肉
§
（
ま
た
は
Q
を
。
・
）
は
輸
出
（
入
）
額
の
哲
年

値
の
対
s
年
値
倍
率
、
Q
U
肉
き
、
。
・
（
ま
た
ぱ
Q
財
訂
シ
）
嫉
直
輸
出
（
入
）
率
の
孟
年
値
の
対
s
年
値
倍
率
、
N
と
翌
は
新
輸
出
（
入
）

』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
餌
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
　

品
と
近
代
品
輸
出
（
ま
た
は
第
2
表
の
a
グ
ル
ー
プ
の
輸
入
）
の
ダ
ミ
ー
、
瓦
と
＆
は
地
域
別
ダ
、
・
・
1
、
知
塵
｝
ミ
き
”
≧
寒
は
き
長



卸
間
の
相
乗
効
果
を
表
わ
す
。

　
（
H
国
）
及
ぴ
（
二
）
式
は
仮
説
1
ω
1
③
を
個
別
品
目
デ
ー
タ
で
テ
ス
ト
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
個
別
品
目
の
直
輸
出
率
ま
た

は
直
輸
入
率
が
新
旧
貿
易
品
等
々
の
商
品
グ
ル
ー
プ
で
ど
の
よ
う
に
影
響
さ
れ
る
か
を
調
べ
ら
れ
る
ρ

　
（
N
国
）
及
び
（
曽
）
式
は
仮
説
n
を
テ
ス
ト
す
る
た
め
の
も
の
で
、
あ
る
期
間
内
の
輸
出
（
入
）
の
拡
大
率
が
、
期
首
の
直
輸
出
（
入
）

率
や
同
じ
期
間
中
の
直
輸
出
（
入
）
倍
率
、
及
び
上
述
の
グ
ル
ー
プ
分
類
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
影
響
さ
れ
る
か
を
推
定
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
2
5
）

　
い
ず
れ
の
推
定
式
も
線
型
対
数
型
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
各
説
明
変
数
の
効
果
が
相
乗
的
に
現
わ
れ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
第
－

表
の
〔
（
新
輸
出
品
）
×
（
近
代
品
）
×
（
東
ア
ジ
ア
）
〕
の
よ
う
な
交
差
分
類
で
高
い
直
輸
率
が
現
わ
れ
て
い
る
の
を
説
明
す
る
た
め
に
、
相

乗
効
果
の
項
を
導
入
し
た
。

　
ω
、
③
式
と
も
輸
出
は
一
〇
九
品
目
の
、
輸
入
は
二
＝
二
品
目
の
、
い
ず
れ
も
－
年
次
（
一
八
八
四
ー
八
六
）
、
2
年
次
（
一
八
九
一
－
九

三
）
、
3
年
次
（
一
八
九
八
－
一
九
〇
〇
）
の
値
に
基
づ
い
て
推
定
し
た
。
相
乗
効
果
は
い
ろ
い
ろ
の
形
で
推
定
し
た
が
、
第
3
、
甲
4
表
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

も
っ
と
も
当
て
は
ま
り
の
良
い
も
の
の
み
を
掲
げ
た
。

　
決
定
係
数
は
一
般
に
低
い
が
、
，
こ
れ
は
標
本
数
の
大
き
な
ク
・
ス
セ
ク
シ
．
シ
デ
ー
タ
か
ら
推
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
及
ぴ
上
述
の
推

定
式
に
は
通
常
の
輸
出
入
分
析
に
使
わ
れ
る
所
得
や
価
格

の
よ
う
な
説
明
変
数
が
含
ま
れ
て
い
な
い
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
ほ
と
ん
ど
の

推
定
結
果
で
F
値
は
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
水
準
値
を
超
え
て
い
る
し
、
諸
係
数
の
推
定
値
の
ほ
と
ん
ど
半
分
以
上
は
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
水
準

で
有
意
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
の
推
定
式
が
浮
は
低
い
が
適
切
な
む
．
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
個
々
の
推
定
結
果
を
く
わ
し
く
調
ぺ
れ
ば
つ
ぎ
の
よ
う
な
解
釈
が
で
き
よ
う
。
（
一
国
）
式
で
は
相
乗
効
果
と
し
て
§
一
を
入
れ
て
も

　
　
　
　
　
商
社
活
動
と
貿
易
拡
大
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
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2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八

蜜
卸
を
入
れ
て
も
、
そ
の
係
数
に
は
正
の
有
意
な
推
定
値
が
え
ら
れ
る
が
、
N
と
M
の
係
数
は
正
や
負
の
非
有
意
に
な
る
。
≧
き
や

ミ
き
を
入
れ
な
け
れ
ば
N
や
翌
は
正
に
な
り
、
N
は
有
意
に
な
る
。
他
方
瓦
の
係
数
は
相
乗
効
果
項
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
直
輸
出
率

に
対
し
有
意
で
負
の
効
果
を
も
つ
。
つ
ま
り
N
、
班
商
品
が
瓦
に
輸
出
さ
れ
る
と
b
国
葡
は
有
意
に
高
め
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

　
≧
×
ミ
×
卸
の
相
乗
効
果
の
大
き
さ
を
測
る
に
は
、
（
一
国
）
式
で
≧
闘
旨
n
塵
“
孕
”
o
と
お
い
た
値
（
つ
ま
り
定
数
項
の
値
）
を

≧
U
寒
”
卸
”
一
と
お
い
た
値
と
比
較
す
れ
ば
よ
い
。
パ
ー
セ
ン
ト
に
直
す
と
、
〔
（
新
輸
出
品
）
×
（
近
代
品
）
×
（
東
ア
ジ
ア
）
〕
の
一
、

二
、
三
期
の
直
輸
出
率
は
そ
れ
ぞ
れ
二
〇
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
一
七
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
及
び
四
二
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る
。
こ
れ
は

〔（

輸
出
品
）
×
（
在
来
品
）
×
（
欧
米
向
け
）
〕
の
直
輸
出
率
六
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
八
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
二
〇
．
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
二

ー
三
倍
で
あ
る
。
こ
の
結
果
は
第
－
表
の
結
果
と
も
、
仮
説
1
と
も
ほ
ぽ
合
致
す
る
。
し
か
し
N
と
も
胚
と
も
結
び
つ
か
な
い
瓦
は
む
し

ろ
直
輸
出
率
を
低
め
る
よ
う
に
働
ら
く
。
つ
ま
り
在
来
品
や
旧
輸
出
品
を
東
ア
ジ
ア
に
輸
出
す
る
場
合
に
は
、
内
商
シ
ェ
ア
は
む
し
ろ
低

く
な
る
わ
け
で
、
仮
説
1
⑥
は
部
分
的
に
は
否
定
さ
れ
る
。
他
方
鰯
の
方
は
正
の
安
定
し
た
係
数
だ
が
、
こ
れ
は
鰯
商
品
に
含
ま
れ
る
の

は
米
、
豆
、
清
酒
、
し
ょ
う
油
、
そ
う
め
ん
と
い
っ
た
食
料
品
が
主
で
、
こ
れ
ら
は
〔
（
旧
輸
出
晶
）
×
（
在
来
品
）
〕
で
東
ア
ジ
ア
に
も
欧

米
に
も
輸
出
さ
れ
て
い
る
と
い
う
特
殊
事
情
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
（
＝
）
式
で
は
知
ミ
の
相
乗
効
果
が
も
っ
と
も
当
て
は
ま
り
が
良
か
っ
た
が
、
そ
の
結
果
N
と
胚
の
係
数
は
影
響
を
受
け
た
。
1
、

2
年
次
に
は
窒
国
は
正
で
有
意
に
な
っ
た
が
、
N
と
κ
は
非
有
意
で
正
や
負
に
な
っ
た
。
3
年
次
に
は
≧
鼠
が
非
有
意
に
な
っ
た
代
り

に
N
と
亙
が
と
も
に
有
意
で
正
に
な
っ
て
い
る
。
相
乗
効
果
を
入
れ
な
け
れ
ば
三
期
と
も
ル
と
翌
も
正
で
、
盟
は
有
意
に
な
る
。
他
方
相

乗
効
果
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
扇
と
鰯
は
と
も
に
負
で
有
意
の
係
数
に
な
る
。



第3表　直輸出率と輸出倍率の回帰分析

CONST N M R、 R2 NR1 1n　PER3　　1n　GOER置／5 R～ F

（1E2）1n1）ER彦

（a）ε＝1

（b）言＝2

（c）壼＝3

（2E）
（
a
）

1n　GE～／ε

彦／5＝2／1

（b）ε／5＝3／2

（c）ε／s＝3／1

一2．7025

一2．4902

一1．5699

1．2316

0．8655

2．2212

一〇．2535

　（0．44）

一〇．1741

　（0．33）

一〇．0766

　（0．19）

0．4599

（1．80）b

O．7053

（4．36）c

1．1199

（3，73）c

0．8848

（0，74）

0．6738

（0．63）

0．8735

（1．06）

一〇．0674

　（0．09〉

一〇．5510

　（1．13）

一〇．5737

　（0．63）

一1．3026
　（2．24）b

－1、2765

　（2，44）c

－0．6131

　（1．52）a

0．1531

（0．58）

0．0864

（0．51）

0．2524

（0．80）

0．7177　　　　1。7673

（1．00）　（2。26）b

O．8516　　　　1．5469

（1。32）a　（2．20）b

O．5146　　　　　0．5369

（1。03）　（0．99）

0．2438

（0．52）

0。3368

（1．13）

0．5304

（0，96）

0．1858

（2．49）c

O．2464

（4．19）c

O．4368

（3。90）c

一〇．1053

　（1．18）

　0，2346
　（2．86）c

　O．1446
　（1。16）

0．0650

0．0848

2，50b

3，00b

0．0193　1，43

0。1241 3．55c

0．2511　7．04c

0．2643 7，47c

（注）　最小自乗推定（OLS）による・（）内は哲一値を示す。

　　a，b，c，はそれぞれ90％，95％，99％有意であることを示す。

　　なお諸記号の説明は本文参照。

裡禅漿薗司餌醸纂照 1ぺぺ



一
橋
大
学
研
究
年
報
　
経
済
学
研
究

醤22
轟

魁

風
趣
＞
蚤
卜
彗
＞
露
蚤
3
回
誼
φ
熱

二
〇
〇

O
O
2
ω
↓

≧

ミ

卸

♂

之
ミ

ガ
b
島
防
　
ぎ
O
ミ
簿
≧

勘1

笥

（一

）
一
昌
b
『
勾
神

（
働
）
軸
n
一

（
げ
）
鞠
踊
ω

（。）

目
ω

（
曽
）
ぎ
O
ご
＼
恥

（
”
）
ミ
恥
H
ミ
一

（
げ
）
　
ミ
軌
”
ω
鳶

（o）

肋
闘
ω
＼
一

Gゆ

ω
㎝
O
　
　
－
9
爬
O
Q
o
国

　
　
　
　
　
（
9
。
。
q
）

ド
㎝
切
N
O
　
　
－
9
0
①
ω
O

　
　
　
　
　
（
。
、
曽
）

野
O
o
o
㎝
o
o
　
　
　
O
・
Q
O
膳
㎝
に

　
　
　
　
　
（
一
◎
。
・
。
）
げ

9
0
q
O
O
　
　
　
O
。
㎝
0
一
Q
p

　
　
　
　
　
（
ω
。
器
）
。

ド
ω
膳
O
一
　
　
　
〇
」
ト
の
“
“
の

　
　
　
　
　
（
。
・
。
。
。
。
）

ド
O
一
爬
ω
　
　
　
　
O
■
O
Q
o
一
〇

　
　
　
　
　
（
ω
、
ミ
）
o
．

9
鵠
ミ

（
9
お
）

O
」
㎝
鴇

（。

。）

O
・
鋒
零

〔
吋
●
§
げ

9
謡
ω
o
o

（一

一）

O
■
ω
ミ
O

（
に
。
。
㎝
）
げ

O
●
9
『
ω

（
憶
。
§
げ

I
O
●
田
ω
O

　
（
一
。
ω
。
）
”

1
一
』
o
。
置

　
（
ω
」
。
。
）
。

ー
一
、
O
“
器

　
（
ρ
竃
）
。

l
O
、
O
圃
O
刈
，

　
（
。
＄
）

P
S
謡

　
（
P
“
ω
）

ー
9
0
一
ま

　
（
R
8
）

1
一
，
O
o
o
畠

　
（
ド
駐
）
。

1
一
●
㎝
O
O
O

　
（
的
．
。
。
。
）
。

ー
O
●
“
Q
。
ω
Q
。

（一

。・

）げ

O
■
O
O
O
O

　
（
。
』
。
邸
）

！
O
』
0
8

　
（
卜
。
』
ω
）
。

ー
O
．
㎝
器
O

（一

。。

）ぴ

9
0
一
8

　
（
一
■
。
。
。
）

一
．
8
㎝
O

（一

。
。
。
）
σ

l
O
、
田
ミ

　
（
9
0
一
）

9
島
o
o
O

　
（
一
ひ
8
）
即

ー
O
』
O
＆

　
（
一
。
8
）

O
』
器
o
o

　
（
9
露
）

O
．
O
O
o
o
一
　
　
　
〇
、
O
爬
“
O

（一

唱
）
げ
　
（
。
。
㎝
㎝
）

O
」
q
㎝
q
　
　
　
O
」
㎝
㎝
o
p

（ω

一）

　
　
（
ド
＄
）
o

O
』
“
Q
Q
腫
　
　
　
O
」
o
o
O
O

（
。
。
9
器
）
。
　
（
ド
一
ω
）
げ

O
■
O
一
〇
一
　
　
一
●
q
㎝

O
・
O
Q
o
q
繕
　
　
朝
■
倉
o

O
。
0
8
0
0
　
　
q
■
O
ω
o

O
』
㎝
昌
　
　
『
●
一
ω
o

O
・
O
お
q
　
　
切
臼
o
o
㎝
o

O
』
c
o
認
　
　
o
◎
リ
ミ
o

　
ま
と
め
る
と
、
N
も
翌
も
≧
ミ
も
直
輸
入
率
を
高
め
る
傾
向
が
あ
り
、
逆
に
瑞
と
鰯
は
そ
れ
を
低
め
る
傾
向
が
あ
る
。
つ
ま
り
仮
説

1
ω
、
図
と
は
矛
盾
し
な
い
が
、
仮
説
－
個
を
否
定
す
る
。
輸
出
で
も
輸
入
で
も
私
が
負
に
な
る
の
は
、
内
商
に
と
っ
て
欧
米
と
の
貿
易

よ
り
も
近
隣
諸
国
と
の
貿
易
に
参
入
す
る
方
が
や
さ
し
か
っ
売
わ
け
で
は
決
し
て
遼
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
直
輸
出
率
も
値
輸
入
率
も

近
隣
諸
国
と
の
方
が
む
し
ろ
低
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
仮
説
1
㈹
と
は
異
な
っ
て
、
欧
米
商
社
も
東
ア
ジ
ア
に
確
固
た
る
地

歩
を
築
い
て
い
た
た
め
で
あ
り
、
ま
た
清
商
や
印
商
と
の
競
合
も
激
し
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。



　
輸
出
入
拡
大
の
推
定
式
に
つ
い
て
は
、
（
N
国
）
か
ら
は
舅
一
の
相
乗
効
果
が
省
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
入
れ
て
も
有
意
で
も
な
く
符

号
も
不
安
定
で
あ
り
、
他
の
変
数
の
係
数
も
ほ
と
ん
ど
影
響
を
受
け
な
い
か
ら
で
あ
る
。
第
3
表
の
（
N
国
）
で
は
、
π
も
b
肉
肉
も
輸

出
拡
大
を
有
意
に
促
進
す
る
傾
向
が
あ
る
。
茄
も
鳥
も
正
だ
が
、
ど
ち
ら
も
非
有
意
で
あ
る
。
M
の
効
果
が
あ
い
ま
い
な
の
は
M
と
N
の

重
複
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
直
輸
出
率
の
効
果
は
常
に
正
で
仮
説
n
と
合
致
し
て
い
る
が
、
直
輸
出
率
の
上
昇
に
よ
っ
て
輸
出
拡
大
が

加
速
さ
れ
る
効
果
は
期
間
脆
だ
け
有
意
で
肱
期
間
に
は
不
明
確
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

　
他
方
輸
入
拡
大
の
方
は
、
翌
も
N
も
（
そ
し
て
1
期
に
は
謹
も
）
正
で
有
意
で
あ
っ
て
、
上
述
の
分
析
と
合
致
し
て
い
る
。
直
輸

入
率
も
そ
の
倍
率
も
輸
入
拡
大
を
有
意
に
加
速
す
る
傾
向
が
あ
っ
て
、
仮
説
H
を
支
持
し
て
い
る
。

　
期
間
肱
の
直
輸
出
率
倍
率
の
係
数
が
負
で
、
ほ
と
ん
ど
有
意
で
あ
る
こ
と
、
及
び
直
輸
入
倍
率
の
係
数
も
非
有
意
に
な
っ
て
い
る
こ

と
は
仮
説
H
と
矛
盾
す
る
か
ら
、
も
っ
と
く
わ
し
く
調
ぺ
て
み
よ
う
。
第
5
表
に
は
主
要
個
別
品
目
の
直
輸
出
入
率
と
輸
出
入
倍
率
と
を

掲
げ
て
あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
比
べ
る
と
こ
の
矛
盾
が
解
消
す
る
。

　
絹
織
物
、
洋
傘
、
綿
フ
ラ
ン
ネ
ル
の
輸
出
を
見
る
と
、
い
ず
れ
も
－
年
次
の
直
輸
出
率
は
か
な
り
高
く
、
期
間
肱
の
輸
出
倍
率
も
高
い
。

綿
糸
の
揚
合
に
は
2
年
次
の
直
輸
出
率
と
期
間
％
の
輸
出
倍
率
が
と
も
に
高
い
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
新
輸
出
品
で
あ
り
、
内
商
が
そ
の

輸
出
可
能
性
を
開
拓
し
、
実
現
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
い
ず
れ
の
揚
合
も
次
の
期
に
は
内
商
の
シ
ェ
ア
が
減
少
し
、
外
商
シ
ェ
ア

が
増
大
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
外
商
が
決
し
て
受
身
一
方
で
居
た
わ
け
で
は
な
く
、
貿
易
可
能
性
の
高
い
新

商
品
の
取
扱
い
に
積
極
的
に
参
入
し
て
き
た
。
内
商
と
外
商
の
間
の
競
争
は
熾
烈
で
あ
っ
て
、
内
商
に
よ
る
外
商
の
代
替
も
決
し
て
容
易

な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
イ
ン
ジ
ゴ
や
紡
績
機
械
の
輸
入
で
も
同
じ
傾
向
が
見
ら
れ
る
が
、
他
方
、
綿
花
、
米
、
機
関
車
等

　
　
　
　
　
商
社
活
動
と
貿
易
拡
大
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
一
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　第5表　個別品目の直輸率と輸出入倍率

　　　　　　直　輸　率（％）　輸出入倍率

　　　　　　1　2　3　211　312
輸出
生糸15．69．029、22．31，6
羽二重（絹織物）　61，9　16，0　19．9　735　　4，8

洋　　傘48．94，312、0641　22
綿フランネル84。430．721、4　122，6　4．2

綿糸一80．959、6－926，0
輸入
綿　 花7．844．857018．75．0

　　米12746227，313．169
　インジゴ92，410，113、710，9　8。9
紡績機械78．865，174、313，7　1。7
機　関　車　6、352880．6　4．7　64

大
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
内
商
の
方
が
外
商
よ
り
も
ル
、

用
し
て
シ
ェ
ア
を
さ
ら
に
拡
大
し
た
、
と
い
う
上
述
の
発
見
と
も
矛
盾
し
な
い
。

偏
向
型
の
貿
易
拡
大
と
の
間
に
は
強
い
相
促
関
係
が
あ
っ
た
と
結
論
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

し
」
で
は
な
く
、
日
本
国
内
の
工
業
化
に
基
礎
を
置
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
二

の
輸
入
で
は
輸
入
倍
率
も
内
商
シ
ェ
ア
も
と
も
に
高
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
期

間
肱
の
直
輸
入
倍
率
の
効
果
は
不
明
確
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
分
析
は
わ
れ
わ
れ
の
基
本
命
題
を
支
持
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

内
商
は
新
輸
出
入
品
や
近
代
品
の
輸
出
、
近
代
的
産
業
関
連
品
の
輸
入
に
比
較

優
位
を
も
ち
、
こ
れ
ら
の
商
品
で
直
輸
率
は
高
か
っ
た
。
内
商
は
こ
れ
ら
の
商

品
の
貿
易
可
能
性
の
開
拓
に
積
極
的
に
と
り
組
ん
だ
の
で
あ
る
。
直
輸
率
が
高

か
っ
た
り
、
直
輸
率
倍
率
が
高
い
商
品
で
輸
出
入
倍
率
が
高
く
な
る
傾
向
が
見

出
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
証
拠
か
ら
内
商
が
日
本
の
外
国
貿
易
拡
大
に
貢
献
し
た

と
結
論
で
き
よ
う
。

　
し
か
し
以
上
の
分
析
は
逆
の
因
果
関
係
を
も
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
つ

ま
り
国
内
工
業
化
が
N
、
盟
商
品
の
輸
出
入
を
拡
大
し
、
内
商
の
シ
ェ
ア
を
拡

　
　
　
　
　
忽
商
品
取
扱
に
比
較
優
位
を
も
っ
て
い
て
、
そ
の
利
潤
機
会
を
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
そ
ら
く
内
商
シ
ェ
ア
の
増
加
と
日
本
の
N
、
M
商
品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
商
社
の
急
速
な
発
展
は
決
し
て
「
根
な



七
　
商
社
活
動
の
多
様
化

　
直
貿
易
は
、
二
〇
世
紀
に
入
っ
て
も
拡
大
し
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
年
）
ま
で
に
、
輸
入
の
八
O
l
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
輸
出
の
七
〇

パ
ー
セ
ン
ト
が
、
日
本
人
の
手
に
よ
っ
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
そ
れ
ま
で
に
蓄
積
さ
れ
た
外
国
貿
易
業
務

に
対
す
る
ノ
ウ
．
ハ
ウ
、
技
術
に
基
づ
い
て
、
日
本
商
社
の
活
動
は
多
様
化
し
、
活
発
化
す
る
。
さ
ら
に
日
本
商
社
は
、
日
露
戦
争
や
第

一
次
大
戦
の
勝
利
に
よ
っ
て
日
本
が
得
た
、
政
治
・
外
交
的
国
際
環
境
の
好
転
を
利
用
し
た
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。

　
こ
の
時
期
の
分
析
に
お
い
て
、
直
輸
率
の
上
昇
と
い
う
こ
と
は
、
あ
ま
り
問
題
に
な
ら
な
い
。
重
要
な
点
は
、
日
本
の
大
商
社
が
、
扱

い
商
品
に
お
い
て
も
取
引
地
域
の
面
か
ら
も
多
様
化
に
成
功
し
、
い
わ
ゆ
る
「
総
合
商
社
」
化
し
た
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
結
果
直
輸
率
は

上
述
の
よ
う
に
急
上
昇
し
た
。

　
三
井
物
産
は
、
す
で
に
そ
の
前
の
時
期
か
ら
総
合
化
を
目
指
し
て
い
た
が
、
一
九
一
〇
年
頃
ま
で
に
は
そ
れ
を
達
成
し
、
す
で
に
日
本

に
べ
ー
ス
を
お
く
外
商
の
ど
れ
を
も
凌
駕
し
て
い
た
。
物
産
に
つ
づ
い
て
、
三
菱
商
事
と
鈴
木
商
店
も
一
九
一
〇
年
代
に
総
合
化
を
志
向

し
、
一
九
二
〇
年
ま
で
に
は
、
こ
れ
ら
大
商
社
は
、
世
界
中
に
情
報
網
を
持
っ
て
、
数
多
く
の
商
品
を
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　
中
小
商
社
は
、
繊
維
雑
貨
品
の
輸
出
や
、
鉄
・
機
械
等
の
輸
入
に
多
少
と
も
関
係
を
も
っ
て
い
た
。
一
八
九
〇
年
代
に
は
、
国
内
綿
花

商
と
紡
績
会
社
が
共
同
し
て
、
イ
ン
ド
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
綿
花
を
輸
入
す
る
た
め
に
二
つ
の
商
社
を
設
立
し
た
。
両
社
の
取
引
は
、
我
が

国
の
綿
紡
績
業
の
発
展
に
伴
っ
て
急
速
に
増
大
し
、
外
国
の
綿
花
商
社
は
駆
逐
さ
れ
、
日
本
か
ら
撤
退
す
る
に
い
た
っ
た
。

　
以
下
我
々
の
考
え
た
商
社
機
能
の
モ
デ
ル
に
従
っ
て
、
日
本
商
社
の
多
様
化
と
そ
の
総
合
商
社
化
を
分
析
し
よ
う
。
第
四
節
で
展
開
し

　
　
　
　
　
商
社
活
動
と
貿
易
拡
大
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
三
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2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
四

た
商
社
の
生
産
関
数
に
お
け
る
投
入
は
、
ω
情
報
、
図
貿
易
取
引
に
お
け
る
技
術
、
個
貿
易
補
助
サ
ー
ビ
ス
、
の
三
つ
で
あ
っ
た
。
こ
れ

ら
の
投
入
は
量
的
に
も
拡
大
し
、
質
的
に
も
改
善
さ
れ
て
、
規
模
の
経
済
を
享
受
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
日
本
の
総
合
商
社
が
世
界
市
揚

で
活
躍
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
、
そ
れ
に
よ
る
所
が
大
き
い
。
以
下
こ
れ
ら
の
三
要
素
に
つ
い
て
順
に
検
討
し
よ
う
。

　
一
九
〇
〇
年
ま
で
に
は
、
日
本
商
社
は
、
外
国
貿
易
業
務
に
関
す
る
習
得
過
程
を
修
了
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
上
述
の
三
要
素
の

う
ち
、
初
め
の
二
つ
は
以
下
に
示
す
よ
う
な
事
実
と
し
て
と
ら
え
た
上
で
分
析
し
た
方
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
ω
新
し
い
貿
易
可
能
性
を

組
織
的
に
活
用
す
る
二
と
を
通
じ
て
の
商
品
の
多
様
化
、
ω
世
界
市
揚
に
お
け
る
支
店
網
の
確
立
に
よ
る
地
域
的
多
様
化
の
二
つ
で
あ
る
。

　
三
井
物
産
は
、
上
述
の
両
側
面
に
お
い
て
他
社
を
リ
ー
ド
し
た
。
一
九
〇
〇
年
か
ら
一
九
一
〇
年
に
か
け
て
、
三
井
物
産
は
、
石
炭
輸

出
の
シ
ェ
ア
を
四
五
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
八
二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
ヘ
、
機
械
輸
入
の
シ
ェ
ア
を
一
二
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
四
二
．
六

パ
ー
セ
ン
ト
ヘ
、
生
糸
輸
出
の
シ
ェ
ア
を
一
四
・
○
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
二
三
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
ヘ
と
拡
大
し
、
全
品
目
輸
出
入
合
計
で
は
、

同
じ
時
期
に
一
一
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
二
一
な
い
し
二
四
パ
ー
セ
ン
ト
ヘ
と
、
そ
の
シ
ェ
ア
を
伸
ば
し
、
そ
の
後
も
ほ
ぼ
同
じ
割
合
を

維
持
し
た
。
三
井
物
産
の
取
引
は
、
と
く
に
国
内
産
業
の
成
長
に
伴
う
輸
出
入
の
増
大
と
結
び
つ
い
て
広
範
囲
の
商
品
へ
多
様
化
し
て
い

っ
た
。
綿
紡
績
業
の
拡
大
に
伴
い
、
三
井
物
産
は
、
原
綿
お
よ
ぴ
紡
績
機
械
の
輸
入
、
綿
糸
、
綿
布
輸
出
の
す
べ
て
に
携
わ
っ
た
。
一
九

一
〇
年
に
お
け
る
三
井
物
産
の
原
綿
輸
入
、
綿
糸
お
よ
び
綿
布
輸
出
に
占
め
る
シ
ェ
ア
は
そ
れ
ぞ
れ
、
二
五
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
、
三
三
。

○
パ
ー
セ
ン
ト
、
五
一
。
○
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。

　
三
井
物
産
は
、
外
国
貿
易
で
利
益
が
得
ら
れ
る
新
し
い
商
品
を
開
拓
し
、
三
池
鉱
山
で
と
れ
る
石
炭
の
ア
ジ
ア
向
け
輸
出
と
か
プ
ラ
ッ

ト
社
の
紡
績
機
械
輸
入
な
ど
に
み
ら
れ
る
総
代
理
店
（
。
。
o
一
〇
品
①
旨
）
の
メ
リ
ッ
ト
を
い
か
し
て
、
日
本
の
貿
易
に
お
け
る
大
き
な
シ
ェ



ア
を
確
保
し
続
け
た
。
一
九
〇
八
年
で
三
井
物
産
は
八
0
社
と
総
代
理
店
契
約
を
結
ん
で
お
り
、
一
九
二
〇
年
代
後
半
に
お
い
て
は
、
繊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

維
、
電
気
機
械
を
中
心
と
し
て
一
五
二
社
と
総
代
理
店
契
約
を
結
ん
で
い
た
。
こ
の
よ
う
な
総
代
理
店
制
の
結
果
三
井
物
産
が
輸
入
代
替

生
産
に
関
与
し
、
た
と
え
ば
一
九
二
六
年
の
東
洋
レ
ー
ヨ
ン
、
一
八
九
九
年
の
日
本
電
気
の
よ
う
な
企
業
を
設
立
し
た
事
実
も
み
ら
れ
る
。

　
明
治
期
の
日
本
経
済
の
状
況
を
み
る
と
、
利
益
を
も
た
ら
す
産
業
は
潜
在
的
に
あ
り
な
が
ら
、
経
営
能
力
が
伴
わ
な
い
と
い
う
典
型
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
V

な
後
進
国
経
済
の
特
徴
を
示
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
総
合
商
社
の
発
達
を
促
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
次
に
、
綿
布
輸
出
促
進
の
た
め
の
生
産
者
組
織
で
あ
る
綿
布
輸
出
組
合
に
つ
い
て
簡
単
に
ふ
れ
る
こ
と
に
す
る
。
三
栄
お
よ
ぴ
日
本
綿

布
輸
出
組
合
が
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
前
者
は
韓
国
向
け
綿
布
輸
出
を
対
象
と
し
て
三
つ
の
紡
績
会
社
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、
後
者
は
満

州
向
け
綿
布
輸
出
の
た
め
に
、
五
つ
の
紡
績
会
社
に
よ
っ
て
、
と
も
に
一
九
〇
六
年
に
結
成
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
両
輸
出
組
合
と

も
実
質
的
に
は
三
井
物
産
が
主
導
し
た
と
い
え
る
。
三
井
物
産
は
、
こ
れ
ら
の
綿
布
輸
出
組
合
の
た
め
に
初
め
は
手
数
料
な
し
で
、
そ
の

後
も
き
わ
め
て
安
い
手
数
料
で
輸
出
業
務
を
扱
い
、
さ
ら
に
低
利
の
輸
出
金
融
資
金
を
提
供
し
た
。

　
こ
れ
ら
輸
出
組
合
の
成
果
は
韓
国
、
満
州
両
市
場
で
目
覚
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。
一
九
〇
一
年
に
は
、
韓
国
の
綿
布
市
揚
の
七
〇
パ
ー

セ
ン
ト
は
イ
ギ
リ
ス
製
の
綿
布
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
お
り
、
満
州
で
は
九
九
パ
ー
セ
ン
ト
が
ア
メ
リ
カ
製
で
あ
っ
た
。
し
か
し
三
井
物

産
は
大
幅
な
価
格
引
下
げ
に
成
功
し
（
満
州
に
お
い
て
は
ア
メ
リ
カ
製
綿
布
よ
り
二
〇
な
い
し
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
安
か
っ
た
）
、
両
市
場

で
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
の
綿
布
に
と
っ
て
か
わ
っ
た
。
一
九
一
〇
年
初
期
に
お
い
て
、
日
本
綿
布
の
シ
ェ
ア
は
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
越

　
　
（
3
0
）

え
て
い
た
。

　
第
6
表
は
三
井
物
産
の
地
域
的
拡
大
を
示
し
て
い
る
。
支
店
数
も
従
業
員
数
も
、
さ
ら
に
取
扱
い
額
も
一
八
九
三
年
か
ら
一
九
一
〇
年
、

　
　
　
　
　
商
社
活
動
と
貿
易
拡
大
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
五



　　　　　　　　第6表　三井物産の海外活動の地域的多様化

　　　　　　　　　　　　支店数（従業員数）　　　　　　　　取扱い額（1000円）

　地域　1893　1910　1919　1893　1910　1919
【・1台湾・韓国。　〔19，9師9）〔1、野6）　・獄〕6鵠奨

121満州・広東。〔19．薯7）〔14留0）　・1犠7鴇欝

131中国〔1496）〔1・智6）ll7留2）〔4婿90脚〕鵬嚢

　　　　　　．　　2（4）6（42）12（238）　　603　8173　229113
141東南アジア〔…4〕〔・2・・〕〔・6・9〕　〔6・・〕　〔5・5〕〔2・・8〕経

15）　アニア・ 〔1．6〕（2）1、．85）　・品1鵬蒙
　　　　　　　　　　1（5）3（28）3（61）　455431911103151研
161ヨーロ〆　〔14．3〕　〔8．1〕　〔4．3〕　〔45，7〕　〔2L3〕　〔9・4〕究

171北アメリカ・　〔35チ33）〔1、留8）　・灘〕3饗1〕22

181合　計　6（35）35（347）57（1409）　　99471ヰ95251098954

（資料）　山口和雄〔14〕から作成。

（注）　〔〕内の数字は従業員数および取扱い額のバーセンテイジ。シヱア。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
六

さ
ら
に
一
九
一
九
年
に
か
け
て
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。
全
体
的
に
み

れ
ば
、
大
幅
に
三
井
の
海
外
活
動
は
拡
大
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
そ
の

中
に
あ
っ
て
、
地
域
別
の
シ
ェ
ア
の
変
化
を
見
逃
が
す
こ
と
は
出
来
な

い
。
従
業
員
数
で
み
て
も
取
扱
い
高
で
み
て
も
ヨ
ー
・
ッ
パ
、
韓
国
、

台
湾
、
満
州
の
ウ
エ
イ
ト
が
相
対
的
に
小
さ
く
な
り
、
東
南
ア
ジ
ア
、

北
ア
メ
リ
カ
、
オ
セ
ア
ニ
ア
と
い
っ
た
地
方
の
シ
ェ
ア
が
大
き
く
な
っ

て
き
て
い
る
。
中
国
に
つ
い
て
は
、
従
業
員
数
で
は
シ
ェ
ア
は
増
加
し

て
い
る
が
、
取
扱
い
高
に
つ
い
て
は
減
少
し
て
い
る
。

　
三
井
物
産
同
様
、
三
菱
商
事
や
鈴
木
商
店
に
つ
い
て
も
商
業
活
動
の

多
様
化
が
み
ら
れ
る
。
三
菱
商
事
は
、
三
菱
会
社
の
貿
易
部
門
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
、
初
め
は
、
石
炭
を
東
ア
ジ
ア
や
東
南
ア
ジ
ア
に
輸
出
し

て
い
た
が
、
第
一
次
大
戦
中
に
、
ア
ジ
ア
、
ヨ
i
ロ
ッ
パ
、
北
ア
メ
リ

カ
に
多
く
の
支
店
を
作
り
、
種
々
の
商
品
を
取
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
。

一
方
鈴
木
商
店
は
、
一
八
九
〇
年
代
後
半
に
、
薄
荷
、
樟
脳
、
砂
糖
と

い
っ
た
日
本
や
台
湾
の
特
産
品
を
輸
出
す
る
商
社
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、

ま
ず
ヨ
ー
・
ッ
パ
に
支
店
を
設
け
、
一
九
一
〇
年
代
に
な
っ
て
急
速
に



支
店
網
を
拡
大
し
た
。

　
次
に
、
三
国
間
貿
易
の
拡
大
に
つ
い
て
簡
単
に
ふ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
日
本
が
取
引
国
で
な
い
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
第
1
図
の
直

輸
率
に
は
反
映
し
て
こ
な
い
。
一
九
〇
八
年
、
三
井
物
産
が
満
州
の
大
豆
を
ヨ
ー
・
ッ
パ
ヘ
売
っ
た
の
が
、
大
規
模
な
三
国
間
貿
易
の
最

初
の
例
で
あ
る
。
三
井
物
産
は
、
さ
ら
に
綿
花
、
砂
糖
、
麻
袋
な
ど
の
三
国
間
貿
易
を
扱
い
、
三
菱
商
事
、
鈴
木
商
店
も
そ
れ
に
つ
づ
い

た
。
こ
の
こ
と
は
、
二
〇
世
紀
初
め
に
は
、
わ
が
国
の
商
社
は
日
本
に
基
礎
を
お
く
商
社
か
ら
脱
皮
し
、
す
で
に
世
界
市
場
で
欧
米
の
商

社
と
対
抗
し
う
る
力
を
つ
け
て
い
た
こ
と
を
示
す
、
と
考
え
ら
れ
る
。

　
商
社
活
動
の
第
三
の
イ
ン
プ
ソ
ト
、
す
な
わ
ち
、
貿
易
補
助
業
務
に
つ
い
て
述
べ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
一
八
八
○
年
代
初
め
、
明
治

政
府
は
、
直
輸
出
政
策
促
進
の
た
め
、
い
く
つ
か
の
貿
易
補
助
業
務
を
行
う
機
関
の
育
成
を
開
始
し
た
が
、
実
際
に
う
ま
く
機
能
し
始
め

る
の
は
、
一
八
九
〇
年
代
後
半
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
直
貿
易
の
拡
大
も
一
九
〇
〇
年
以
降
と
な
る
。
き
び
し
い
競
争
の

下
、
海
運
は
明
治
初
め
か
ら
手
厚
い
保
護
を
う
け
て
い
た
が
、
日
本
船
が
国
際
航
路
に
参
入
し
た
の
は
一
八
九
三
年
の
イ
ン
ド
航
路
が
最

初
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
続
い
て
一
八
九
六
年
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
北
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
航
路
に
も
参
入
し
た
。
日
本
船
に

よ
る
シ
ェ
ア
は
重
量
で
み
て
、
一
八
九
〇
年
の
二
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
一
九
〇
〇
年
に
は
三
五
バ
ー
セ
ン
ト
、
さ
ら
に
一
九
一
〇
年
に
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

六
パ
ー
セ
ン
ト
、
一
九
二
〇
年
に
は
六
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
上
昇
し
た
。

　
わ
が
国
最
初
の
海
上
保
険
会
社
、
東
京
海
上
保
険
会
社
は
政
府
の
保
護
の
下
、
一
八
七
九
年
に
設
立
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
も
日
本
商
社

は
、
外
国
の
保
険
会
社
に
依
存
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
外
国
の
保
険
会
社
は
日
本
商
社
を
差
別
し
、
た
と
え
ば
、
日
本

人
船
長
の
手
に
な
る
船
の
積
荷
に
対
す
る
保
険
を
拒
否
す
る
、
と
い
う
よ
う
な
事
実
も
み
ら
れ
た
。
一
八
九
六
年
に
な
っ
て
二
番
目
の
海

　
　
　
　
　
商
社
活
動
と
貿
易
拡
大
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
七



　
　
　
　
　
一
橋
大
学
研
究
年
報
　
経
済
学
研
究
　
2
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
八

上
保
険
会
社
、
日
本
海
上
保
険
会
社
が
設
立
さ
れ
、
そ
れ
に
つ
づ
い
て
二
、
三
の
会
社
が
出
来
た
が
、
そ
れ
ら
が
完
全
に
機
能
し
始
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

よ
う
に
な
っ
た
の
は
第
一
次
大
戦
の
頃
で
あ
る
。

　
横
浜
正
金
銀
行
は
、
政
府
の
手
厚
い
保
護
の
下
、
外
国
為
替
業
務
を
拡
大
し
、
一
八
九
〇
年
頃
に
は
、
日
本
商
社
の
大
半
の
外
国
為
替

業
務
を
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
外
国
の
銀
行
が
依
然
と
し
て
日
本
の
外
国
為
替
市
揚
を
支
配
し
、
外
国
銀
行
間
で
円
相

揚
（
金
平
価
の
近
辺
で
の
）
を
決
定
し
て
い
た
と
も
い
わ
れ
る
ゆ

　
こ
の
よ
う
な
貿
易
補
助
業
務
の
未
整
備
に
よ
る
不
利
か
ら
日
本
商
社
が
解
放
さ
れ
る
の
は
、
第
一
次
大
戦
後
の
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
八
　
現
在
の
発
展
途
上
国
に
お
け
る
商
社

　
多
く
の
発
展
途
上
国
政
府
は
、
開
発
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
輸
入
を
賄
う
た
め
に
、
輸
出
の
拡
大
を
望
ん
で
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

彼
ら
は
、
自
国
の
外
国
貿
易
の
大
半
が
外
国
商
社
の
手
に
よ
っ
て
い
る
現
状
に
満
足
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
彼
ら
は
、
自
国
の
商
社
を

育
成
す
る
政
策
を
と
っ
て
き
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
よ
う
な
政
策
を
と
る
に
あ
た
っ
て
、
経
済
効
率
よ
り
も
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
優
先

し
て
い
る
揚
合
も
時
に
は
見
う
け
ら
れ
る
。
第
二
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
日
本
も
一
九
世
紀
後
半
に
、
現
在
の
発
展
途
上
国
と
同
様
の
経

験
を
し
た
。
前
節
ま
で
の
分
析
が
示
す
よ
う
に
、
日
本
の
外
国
貿
易
の
大
半
は
、
日
本
商
社
に
よ
っ
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が

わ
が
国
の
貿
易
拡
大
に
大
き
な
貢
献
を
し
た
。

　
前
節
ま
で
の
日
本
の
経
験
の
分
析
か
ら
、
今
日
の
発
展
途
上
国
に
お
け
る
商
社
と
貿
易
拡
大
の
関
係
を
考
え
る
上
で
の
有
意
義
な
イ
ム

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
ひ
き
出
す
こ
と
が
期
待
で
き
る
。



　
し
か
し
な
が
ら
、
今
日
の
発
展
途
上
国
に
お
け
る
商
社
と
貿
易
に
関
す
る
研
究
は
、
ほ
と
ん
ど
見
当
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
節
の
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3
3
）

分
析
は
、
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
商
社
と
貿
易
に
関
す
る
断
片
的
な
情
報
に
基
づ
く
簡
単
な
記
述
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

　
一
九
世
紀
後
半
の
日
本
の
揚
合
と
異
な
り
、
今
日
の
発
展
途
上
国
は
、
第
二
次
大
戦
前
に
お
い
て
も
、
外
国
貿
易
に
ま
っ
た
く
未
経
験

で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
植
民
地
下
で
の
貿
易
に
お
い
て
は
、
欧
米
お
よ
び
中
国
系
の
商
人
が
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ

・
ン
の
産
物
の
輸
出
、
近
代
的
な
消
費
財
の
輸
入
を
扱
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
が
第
二
次
大
戦
後
も
続
い
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、

一
方
、
い
く
つ
か
の
国
に
お
い
て
は
、
国
営
商
社
も
登
揚
し
て
き
た
。
両
大
戦
間
に
広
く
活
動
を
し
て
い
た
日
本
商
社
は
、
一
九
五
〇
年

代
後
半
、
総
合
商
社
と
し
て
、
東
南
ア
ジ
ア
に
再
登
揚
す
る
。

　
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
各
国
の
商
社
に
つ
い
て
は
い
く
つ
か
の
特
徴
が
み
ら
れ
る
。
欧
米
系
の
商
社
は
限
ら
れ
た
品
目
の
輸
出
入
に
特

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

化
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
中
国
系
の
大
き
な
商
社
は
、
欧
米
の
商
社
と
似
て
い
る
が
、
小
さ
な
商
社
は
、
様
々
な
商
品
の
輸
出
入
を
扱

っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
日
本
の
総
合
商
社
は
、
種
々
の
商
品
の
輸
出
入
を
大
規
模
に
扱
っ
て
お
り
、
個
々
の
品
目
の
取
引
に
お
い
て
、

欧
米
、
中
国
系
の
専
門
商
社
と
競
合
し
て
い
る
。

　
日
本
の
総
合
商
社
の
再
登
揚
は
、
わ
が
国
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
対
す
る
経
済
援
助
と
、
製
造
業
の
直
接
投
資
の
開
始
と
い
う
二
つ
の

要
因
に
よ
る
所
が
大
き
い
。
日
本
の
経
済
援
助
は
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
、
紐
付
き
援
助
と
し
て
開
始
さ
れ
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に

対
す
る
わ
が
国
の
重
工
業
品
輸
出
増
大
の
要
因
と
な
っ
た
。
援
助
と
結
ぴ
つ
い
た
わ
が
国
か
ら
の
輸
出
に
つ
い
て
は
、
日
本
以
外
の
商
社

の
扱
い
は
許
さ
れ
て
い
な
い
。
一
方
、
日
本
の
製
造
業
の
直
接
投
資
は
一
九
六
〇
年
代
初
め
に
開
始
さ
れ
、
七
〇
年
代
に
入
っ
て
大
き
く

増
加
し
た
。
直
接
投
資
は
、
現
地
資
本
と
の
合
弁
と
い
う
形
態
を
と
る
。
日
本
の
総
合
商
社
は
、
合
弁
企
業
に
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て

　
　
　
　
　
商
社
活
動
と
貿
易
拡
大
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
九
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参
加
し
、
原
料
、
機
械
設
備
な
ど
の
輸
入
を
扱
い
、
生
産
物
を
海
外
へ
輸
出
す
る
と
い
う
多
面
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
援
助
や
直
接
投
資
は
両
方
と
も
戦
後
日
本
経
済
の
高
度
成
長
と
関
連
し
て
お
り
、
商
社
の
発
展
と
国
内
工
業
化
の
相
互
関
連
の
証
拠
に

な
っ
て
い
る
。

　
一
九
世
紀
の
日
本
に
お
け
る
内
商
と
外
商
の
シ
ェ
ア
の
変
化
に
つ
い
て
の
分
析
が
本
論
文
で
行
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
東
南
ア

ジ
ア
諸
国
に
お
い
て
、
そ
の
よ
う
な
分
析
を
可
能
に
す
る
デ
ー
タ
は
得
ら
れ
な
い
。
片
野
・
ス
マ
ト
ラ
カ
リ
ン
（
一
九
七
五
年
）
は
イ
ン
デ

ン
ト
業
務
（
第
三
者
の
た
め
に
取
引
を
代
行
し
て
手
数
料
を
取
得
）
の
規
模
に
つ
い
て
代
替
的
な
仮
定
を
置
い
た
上
で
一
九
七
二
－
七
三

年
の
タ
イ
に
つ
い
て
、
日
本
商
社
の
ウ
エ
イ
ト
は
、
輸
出
で
二
九
な
い
し
五
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
輸
入
で
四
〇
な
い
し
六
五
パ
ー
セ
ン
ト
で

あ
る
と
い
う
数
字
を
推
計
し
て
い
る
。
一
方
、
タ
イ
の
現
地
商
社
の
大
半
は
中
国
系
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
約
八
○
○
社
あ
り
、
小
規
模

で
、
外
国
に
い
る
親
戚
や
知
人
を
頼
る
と
い
っ
た
伝
統
的
な
ル
ー
ト
で
も
っ
て
米
の
よ
う
な
伝
統
的
な
商
品
を
輸
出
し
て
い
る
。

　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
ほ
と
ん
ど
の
政
府
は
、
民
族
商
社
を
育
成
す
る
、
と
い
う
目
的
の
た
め
に
、
外
国
商
社
の
活
動
を
就
業
資
格
や
扱

い
品
目
に
つ
い
て
規
制
し
て
い
る
。

　
た
と
え
ば
タ
イ
に
つ
い
て
み
る
と
、
外
国
企
業
は
輸
出
割
当
て
制
度
に
よ
っ
て
農
産
物
の
輸
出
は
扱
え
ず
、
多
く
の
日
本
商
社
は
、
仲

介
業
と
し
て
農
産
物
輸
出
を
扱
っ
て
手
数
料
を
得
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
や
り
方
は
、
「
自
己
業
務
」
と
対
比
し
て
「
イ

ン
デ
ン
ト
業
務
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
信
用
状
は
商
社
の
名
前
で
は
な
く
、
生
産
者
の
名
前
で
出
さ
れ
て
い
る
。
タ
イ
の
機
械
設
備
な
ど

の
日
本
か
ら
の
輸
入
の
大
半
は
、
タ
イ
に
お
け
る
日
本
商
社
の
イ
ン
デ
ン
ト
業
務
に
よ
っ
て
扱
わ
れ
て
お
り
、
日
本
商
社
は
タ
イ
側
の
購

入
者
に
対
す
る
仲
介
業
的
役
割
を
果
た
し
、
か
つ
日
本
の
生
産
者
と
、
国
内
的
あ
る
い
は
国
際
的
資
金
供
給
機
関
の
間
に
立
っ
て
取
引
を



成
立
さ
せ
る
。

　
一
九
七
四
年
の
外
国
企
業
規
制
法
（
ヒ
一
9
ω
琶
器
誘
冒
妄
）
に
よ
り
、
外
国
企
業
に
よ
る
イ
ン
デ
ン
ト
業
務
が
禁
止
さ
れ
、
多
く
の
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）

日
本
商
社
は
、
事
業
の
継
続
の
た
め
に
は
タ
イ
企
業
と
し
て
改
組
し
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
っ
た
。

　
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
い
て
は
、
日
本
商
社
の
支
店
は
マ
レ
ー
シ
ア
と
日
本
と
の
貿
易
取
引
の
み
を
扱
う
こ
と
が
出
来
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
国

内
取
引
お
よ
び
三
国
間
貿
易
は
行
え
な
い
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
い
て
は
外
国
人
は
商
業
活
動
が
出
来
ず
、
中
国
系
商
人
な
ど
は
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ァ
人
の
名
前
で
商
業
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
実
情
を
み
る
と
、
こ
の
よ
う
な
外
国
商
社
に
対
す
る
規
制
が
、
民
族
商
社
の
育
成
に
結
び
つ
く
の
か
、

と
い
う
問
題
が
残
る
。
た
し
か
に
、
日
本
も
開
港
後
四
〇
年
、
外
国
人
の
商
業
活
動
を
制
限
し
た
。
当
時
の
日
本
に
お
い
て
は
居
留
地
外

で
の
居
住
お
よ
び
自
由
な
旅
行
を
禁
止
し
て
い
た
わ
け
で
、
こ
れ
は
き
わ
め
て
き
び
し
い
規
制
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

今
日
の
発
展
途
上
諸
国
に
お
け
る
外
国
企
業
規
制
法
の
よ
う
な
も
の
も
や
は
り
、
外
国
人
の
活
動
に
対
す
る
き
ぴ
し
い
規
制
と
い
う
こ
と
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が
で
き
る
。
一
九
世
紀
の
日
本
と
現
在
の
発
展
途
上
国
の
外
国
人
の
活
動
に
対
す
る
規
制
を
比
較
す
る
こ
と
は
、
む
ず
か
し
い
。
そ
の
よ

う
な
比
較
よ
り
も
我
々
は
む
し
ろ
日
本
商
社
の
発
展
に
お
け
る
別
の
側
面
、
す
な
わ
ち
国
内
の
工
業
発
展
と
の
関
係
を
強
調
し
た
い
。

　
一
九
世
紀
後
半
に
お
け
る
日
本
の
揚
合
と
は
逆
に
、
今
日
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
い
て
は
、
民
族
商
社
は
、
新
し
い
商
品
の
貿
易
に

熱
心
で
は
な
く
、
そ
の
上
、
自
国
の
工
業
化
と
も
深
い
か
か
わ
り
合
い
を
も
っ
て
い
な
い
。
日
本
商
社
の
よ
う
な
外
国
商
社
の
方
が
、
メ
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イ
ズ
の
よ
う
な
新
し
い
農
産
物
を
輸
出
し
た
り
、
工
業
化
に
必
要
な
機
械
設
備
を
輸
入
し
た
り
し
て
い
る
。

　
し
た
が
っ
て
今
日
の
発
展
途
上
国
政
府
が
、
成
長
産
業
あ
る
い
は
重
要
産
業
に
か
か
わ
る
貿
易
を
自
国
商
社
に
扱
わ
せ
よ
う
と
す
る
こ

　
　
　
　
　
商
社
活
動
と
貿
易
拡
大
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と
は
、
も
っ
と
も
な
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
自
国
の
商
社
が
外
国
商
社
と
充
分
競
争
出
来
る
カ
を
つ
け
る
前
に
、
急
激
に
外
国

商
社
を
排
除
す
る
と
か
え
っ
て
、
外
国
貿
易
の
拡
大
を
阻
害
し
た
り
、
国
内
産
業
そ
の
も
の
の
発
展
を
遅
ら
せ
た
り
す
る
。

　
多
く
の
発
展
途
上
国
に
お
い
て
、
近
代
工
業
は
外
国
と
の
合
弁
企
業
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、
そ
の
所
有
権
お
よ
ぴ
経

営
の
現
地
化
の
問
題
は
、
重
要
な
政
策
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。
発
展
途
上
国
に
お
け
る
外
資
の
ゆ
る
や
か
な
撤
退
に
つ
い
て
は
、
最
近
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
V

く
の
経
済
学
者
に
よ
っ
て
望
ま
し
い
方
向
で
あ
る
、
と
の
評
価
が
下
さ
れ
て
い
る
。
商
社
の
現
地
化
の
問
題
も
、
製
造
業
に
お
け
る
合
弁

企
業
の
現
地
化
と
密
接
な
相
互
連
関
を
も
っ
て
い
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
現
地
の
商
社
が
外
国
商
社
と
充
分
競
争
で
き
る
、
と
い
う
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

提
条
件
が
み
た
さ
れ
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
日
本
の
経
験
に
つ
い
て
の
分
析
か
ら
我
々
は
、
外
国
商
社
と
の
競
争
に
耐
え
う
る
自
国
商
社
を
育
成
す
る
こ
と
は
、
き
わ
め
て
む
ず
か

し
く
、
時
間
の
か
か
る
こ
と
で
あ
る
、
と
考
え
て
い
る
。
商
社
の
育
成
は
保
護
関
税
の
も
と
で
の
製
造
業
の
育
成
よ
り
も
は
る
か
に
む
ず

か
し
い
。
今
日
に
お
い
て
、
外
国
の
商
社
と
対
抗
す
る
た
め
に
は
、
本
支
店
間
を
テ
レ
ッ
ク
ス
で
結
ぶ
、
世
界
大
で
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

網
が
整
備
さ
れ
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
発
展
途
上
国
の
商
社
は
テ
レ
ッ
ク
ス
も
持
た
ず
、
ま
た
、
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菊
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1
）

外
国
へ
の
売
込
み
に
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
著
名
ブ
ラ
ン
ド
も
持
っ
て
い
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
現
状
を
打
開
す
る
た
め
に
は
、
よ
り
長
期
的
視
野
に
立
っ
た
育
成
策
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
中
に
は
、
学

校
お
よ
び
企
業
内
に
お
け
る
経
営
者
の
訓
練
も
含
ま
れ
る
し
、
効
率
性
の
基
準
に
の
っ
と
っ
て
、
国
民
経
済
志
向
の
貿
易
業
者
を
育
成
す

る
こ
と
も
含
ま
れ
て
い
る
。
今
日
の
発
展
途
上
国
の
商
社
に
と
っ
て
、
外
国
商
社
か
ら
学
ぶ
点
は
数
多
く
残
っ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
学

習
に
よ
っ
て
、
よ
り
効
率
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
実
現
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。



九
　
結

ぴ

　
ω
　
本
論
文
で
わ
れ
わ
れ
は
戦
前
期
日
本
の
貿
易
拡
大
に
果
し
た
日
本
商
社
の
役
割
に
焦
点
を
あ
て
た
。
そ
の
た
め
日
本
商
社
が
発
達

し
て
外
国
商
社
に
代
替
し
て
い
く
過
程
を
分
析
し
た
。
資
料
制
約
の
た
め
に
一
八
八
四
i
一
九
〇
〇
年
に
つ
い
て
主
と
し
て
分
析
し
た
が
、

こ
の
期
間
に
日
本
の
輸
出
入
が
も
っ
と
も
高
い
率
で
拡
大
し
、
さ
ら
に
日
本
が
生
糸
を
中
心
と
し
た
一
次
産
品
輸
出
国
か
ら
綿
製
品
中
心

の
軽
工
業
国
へ
生
れ
変
わ
っ
た
。
日
本
商
社
の
外
国
商
社
へ
の
代
替
は
こ
の
急
速
な
貿
易
構
造
変
化
の
中
で
実
現
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
③
　
初
め
内
商
は
外
国
貿
易
の
経
験
も
少
な
く
、
海
外
市
揚
情
報
に
も
疎
く
、
貿
易
金
融
・
海
運
・
保
険
等
も
う
ま
く
利
用
で
き
ぬ
等
、

あ
ら
ゆ
る
面
で
外
商
に
劣
っ
て
お
り
、
外
商
と
太
刀
打
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
経
験
と
情
報
が
蓄
積
さ
れ
、
政
府
の
補
助
の
下
で
貿
易

補
助
業
務
が
整
備
さ
れ
て
い
く
に
つ
れ
て
、
相
対
的
に
有
利
な
領
域
か
ら
徐
々
に
シ
ェ
ア
を
拡
大
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
新
し
い
輸
出
入

品
、
特
に
新
産
業
移
植
に
必
要
な
機
械
類
・
原
材
料
の
輸
入
で
あ
り
、
新
産
業
生
産
物
の
輸
出
の
領
域
で
あ
っ
た
。
内
商
シ
ェ
ア
は
こ
れ

ら
の
商
品
で
も
っ
と
も
早
く
高
ま
り
、
か
つ
一
般
に
そ
の
シ
ェ
ア
が
高
か
っ
た
り
、
そ
の
拡
大
が
著
し
か
っ
た
商
品
で
、
貿
易
量
の
拡
大

が
大
き
く
な
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
内
商
の
貿
易
拡
大
へ
の
貢
献
の
一
つ
の
証
拠
で
あ
る
。
内
商
も
第
｝
次
大
戦
前
後
か
ら
三
国
間

貿
易
に
も
手
を
広
げ
て
い
く
が
、
内
商
の
発
展
は
国
内
工
業
化
と
貿
易
拡
大
の
上
に
達
成
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
㈲
　
現
在
発
展
途
上
国
政
府
は
民
族
商
社
の
育
成
に
よ
っ
て
輸
出
拡
大
を
図
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
一
九
世
紀
の
日
本
の
状
況
に
似
て
い

る
。
そ
し
て
そ
の
た
め
に
外
国
商
社
の
活
動
制
限
に
訴
え
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
日
本
の
経
験
に
よ
れ
ば
、
民
族
商
社
は
貿
易
技
術
を

習
得
し
、
貿
易
補
助
業
務
を
使
い
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
始
め
て
外
国
商
社
と
太
刀
打
で
き
る
の
で
あ
り
、
そ
の
発
展
過
程
で
は
国
内

　
　
　
　
　
商
社
活
動
と
貿
易
拡
大
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
三
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一
二
四

の
成
長
部
門
と
の
関
連
を
積
極
的
に
活
用
す
ぺ
き
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
条
件
が
整
っ
て
い
な
い
発
展
途
上
国
で
は
、
外
国
商
社
規
制
よ
り

も
長
期
的
視
点
に
立
っ
た
民
族
商
社
育
成
政
策
を
と
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
回
　
発
展
途
上
国
の
貿
易
拡
大
が
叫
ば
れ
な
が
ら
、
そ
れ
を
取
扱
う
商
社
に
つ
い
て
の
研
究
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ

る
。
し
か
し
発
展
途
上
国
で
の
民
族
商
社
育
成
は
国
内
工
業
化
の
進
展
と
切
り
離
し
て
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
現
在
多
く
の
発
展
途

上
国
で
近
代
産
業
移
植
に
あ
た
っ
て
外
国
企
業
と
の
合
弁
を
活
用
し
て
お
り
、
そ
の
漸
次
的
現
地
化
も
発
展
途
上
国
政
府
の
主
要
政
策
目

標
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
民
族
商
社
育
成
は
移
植
産
業
現
地
化
と
密
接
な
関
連
が
あ
る
。
こ
れ
は
一
つ
の
仮
説
で
あ
り
、
そ
の
究
明
は

今
後
の
研
究
に
残
さ
れ
て
い
る
。

＊
　
本
稿
は
、
昭
和
五
三
年
二
月
に
国
際
開
発
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
＝
宣
鵠
昌
．
ω
頃
一
ω
8
ユ
o
巴
U
o
く
①
一
〇
℃
日
。
ロ
け
国
図
℃
撃
雪
8
国
巳
O
o
耳
。
日
－

　
℃
o
声
曙
U
o
く
o
一
〇
℃
お
0
8
昇
ユ
o
田
訂
。
・
5
ω
｛
9
0
0
ヨ
℃
胃
暮
矩
①
＞
口
巴
場
び
、
．
会
議
に
お
い
て
小
浜
裕
久
氏
と
共
同
で
報
告
し
た
論
文
に
基

　
礎
を
お
い
て
い
る
。
会
議
の
際
、
安
場
保
吉
、
P
閑
き
鼻
m
℃
彗
ユ
o
F
閤
・
客
勾
ε
の
各
教
授
を
は
じ
め
参
加
者
か
ら
有
益
な
コ
メ
ン
ト

　
を
頂
い
た
。
な
お
経
済
企
画
庁
か
ら
研
究
費
補
助
を
受
け
た
。

（
1
）
　
中
川
（
一
九
六
七
年
）
、
ヤ
マ
ム
ラ
（
一
九
七
六
年
）
、
森
川
（
一
九
七
六
年
）
。

（
2
）
　
水
沼
（
一
九
六
五
年
）
、
高
橋
（
一
九
七
三
年
）
両
氏
も
同
じ
よ
う
な
ア
プ
・
ー
チ
を
と
っ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
の
研
究
に
と
っ
て
、
き
わ

　
め
て
示
唆
に
富
む
研
究
で
あ
る
が
、
主
と
し
て
歴
史
的
分
析
で
あ
り
、
数
量
的
裏
付
け
を
欠
く
。

（
3
）
　
「
直
輸
出
」
と
は
日
本
商
社
が
外
国
商
社
を
通
さ
ず
に
直
接
輸
出
す
る
こ
と
を
い
う
。



（
4
）
　
居
留
地
に
は
治
外
法
権
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
高
橋
（
一
九
六
八
年
、
第
二
巻
、
一
六
七
－
一
九
三
頁
）
は
、
こ
れ
を
「
準
植
民
地
」
と
呼

　
ん
で
い
る
。

（
5
）
　
明
治
時
代
、
横
浜
に
は
、
一
〇
〇
以
上
の
外
国
商
館
が
あ
っ
た
が
、
大
半
は
、
小
さ
な
冒
険
商
人
的
性
格
を
も
っ
て
い
た
。
し
っ
か
り
し
た

　
基
盤
を
も
っ
て
活
動
し
て
い
た
の
は
、
ジ
ャ
ー
デ
ィ
ン
・
マ
ジ
ソ
ン
、
ネ
ザ
ー
ラ
ン
ド
・
ト
レ
イ
デ
ィ
ン
グ
・
カ
ン
パ
ニ
ー
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
・

　
バ
ン
ク
、
香
港
・
上
海
銀
行
く
ら
い
の
も
の
で
あ
っ
た
。
藤
本
（
一
九
三
九
年
、
第
二
巻
、
第
四
章
）
。

（
6
）
　
中
川
（
一
九
六
七
年
）
、
高
橋
（
一
九
七
三
年
）
、
村
上
（
一
九
七
六
年
）
参
照
。

（
7
）
　
日
本
商
人
の
う
け
た
差
別
に
つ
い
て
は
、
高
橋
（
一
九
七
三
年
、
第
三
巻
、
第
二
章
）
参
照
。
ま
た
高
橋
は
『
東
京
経
済
雑
誌
』
（
明
治
一

　
四
年
一
月
一
〇
日
）
を
引
用
し
、
当
時
、
自
由
貿
易
論
者
が
、
政
府
主
導
の
直
輸
出
の
奨
励
は
民
族
主
義
的
情
熱
に
駆
ら
れ
て
効
率
的
な
貿
易
拡

　
大
と
い
う
国
益
を
犠
牲
に
し
て
い
る
、
と
批
判
し
て
い
る
事
実
も
紹
介
し
て
い
る
。

（
8
）
　
以
下
輸
出
入
構
造
に
関
す
る
数
字
の
出
所
は
山
沢
・
山
本
（
一
九
七
八
年
）
。

（
9
）
　
大
蔵
省
、
『
大
日
本
外
国
貿
易
年
表
』
の
各
年
版
に
よ
る
。
内
商
・
外
商
別
輸
出
入
扱
い
高
は
明
治
一
五
、
一
六
年
（
一
八
八
二
ー
八
三
年
）

　
に
つ
い
て
も
得
ら
れ
る
が
、
記
載
品
目
数
が
少
数
な
の
で
使
わ
な
か
っ
た
。

（
1
0
）
　
グ
ル
ー
プ
別
分
類
の
詳
細
に
つ
い
て
は
付
表
1
1
4
を
参
照
。

（
n
）
　
わ
れ
わ
れ
の
標
本
は
一
八
八
四
－
一
九
〇
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
貿
易
額
が
記
載
さ
れ
て
い
る
品
目
の
み
か
ら
成
っ
て
お
り
、
　
一
八
八
五
年
以

　
降
新
た
に
貿
易
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
は
原
則
と
し
て
含
ま
な
い
。
こ
う
す
る
と
新
輪
出
入
品
の
一
部
が
除
か
れ
る
わ
け
だ
が
、
全
輸
出
額

　
に
占
め
る
カ
バ
レ
ソ
ジ
は
一
八
八
四
－
八
六
年
で
八
九
・
三
ー
ハ
ー
セ
ン
ト
が
一
八
九
八
－
一
九
〇
〇
年
に
八
七
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
に
減
少
、
輸
入

　
の
場
合
に
は
九
四
・
て
ハ
ー
セ
ン
ト
か
ら
八
八
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
減
少
す
る
程
度
で
あ
る
。

（
1
2
）
　
時
に
は
単
な
る
取
引
業
で
は
な
く
、
安
定
供
給
を
確
保
す
る
た
め
に
生
産
者
の
組
織
化
に
ま
で
乗
り
出
す
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。
第
七
節
参
照
。

　
　
　
商
社
活
動
と
貿
易
拡
大
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
五
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（
1
3
）
　
G
・
C
・
ア
レ
ン
は
欧
米
商
人
や
欧
米
系
銀
行
の
日
本
支
店
が
明
治
期
の
日
本
の
貿
易
拡
大
に
大
き
な
貢
献
を
し
た
と
主
張
し
て
い
る
。
ア

　
レ
ン
・
ド
ニ
ソ
ー
ン
（
一
九
五
四
年
）
、
一
九
六
頁
参
照
。
わ
れ
わ
れ
も
欧
米
商
人
の
貢
献
を
認
め
る
の
に
や
ぶ
さ
か
で
な
い
。
た
だ
本
論
文
で

　
は
日
本
商
人
が
発
達
し
て
外
商
に
と
っ
て
代
り
、
日
本
貿
易
の
拡
大
を
さ
ら
に
早
め
た
こ
と
を
実
証
し
た
い
の
で
あ
る
。

（
1
4
）
　
高
橋
（
一
九
七
三
年
）
、
第
三
巻
、
一
三
八
頁
参
照
。

（
1
5
）
　
明
治
二
一
年
（
一
八
八
八
年
）
に
は
横
浜
に
は
二
一
七
の
商
館
が
あ
っ
た
。
そ
の
国
籍
別
数
は
次
の
と
お
り
。
イ
ギ
リ
ス
（
四
一
）
、
中
国

　
（
二
五
）
、
ア
メ
リ
カ
（
一
八
）
、
ド
イ
ツ
（
一
七
）
、
フ
ラ
ン
ス
（
一
〇
）
、
ス
イ
ス
（
八
）
、
そ
の
他
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
五
）
、
イ
ン
ド
（
三
）
。
大

　
規
模
な
も
の
に
は
ジ
ャ
ー
デ
ィ
ン
・
マ
ジ
ソ
ン
（
イ
ギ
リ
ス
）
、
ウ
ォ
ル
シ
ュ
・
ホ
ー
ル
（
ア
メ
リ
カ
）
、
シ
ペ
ー
ル
・
ブ
レ
ン
ワ
ル
ト
（
ス
イ
ス
）

　
等
が
あ
っ
た
。

（
1
6
）
　
高
橋
（
一
九
七
三
年
）
、
第
三
巻
、
一
五
二
－
一
五
四
頁
。

（
1
7
）
　
こ
れ
は
G
・
C
・
ア
レ
ン
が
中
国
商
人
に
比
ぺ
て
の
日
本
商
人
が
競
争
力
が
あ
る
と
説
明
し
た
と
こ
ろ
と
合
致
し
て
い
る
。
彼
は
「
日
本
の

　
貿
易
活
動
は
確
固
た
る
制
度
的
基
盤
と
主
と
し
て
自
国
民
主
導
で
発
展
さ
せ
た
国
内
工
業
に
支
え
ら
れ
て
い
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
ア
レ
ン
・

　
ド
ニ
ソ
ー
ン
（
一
九
五
四
年
）
、
二
〇
四
頁
o

（
1
8
）
　
安
場
教
授
は
こ
の
外
国
人
規
制
が
わ
れ
わ
れ
の
議
論
で
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
と
指
摘
し
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
日
本
側
で
も
外

　
国
側
で
も
文
書
が
残
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
そ
れ
が
ど
の
程
度
制
約
効
果
を
も
っ
た
か
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
こ
の
規
制
措
置
だ
け
で
直
輸
率
が

　
上
昇
し
て
い
っ
た
と
は
考
え
な
い
。

（
1
9
）
　
石
井
（
一
九
五
九
年
）
、
一
六
七
－
一
七
四
頁
。

（
2
0
）
　
最
初
の
｝
0
年
間
直
輸
出
率
の
方
が
高
か
っ
た
の
は
、
当
時
政
府
・
民
間
と
も
に
直
輸
出
拡
大
の
猛
運
動
を
し
た
現
わ
れ
で
あ
ろ
う
。

（
2
1
）
　
高
橋
（
一
九
七
三
年
）
、
第
三
巻
、
第
二
章
。



（
2
2
）
　
日
本
商
品
を
背
負
っ
て
東
・
東
南
ア
ジ
ア
の
地
方
消
費
者
に
売
り
歩
い
た
多
勢
の
小
行
商
人
の
役
割
も
無
視
で
き
な
い
。
彼
等
に
つ
い
て
は

　
ほ
と
ん
ど
記
録
が
残
っ
て
い
な
い
が
、
矢
野
（
一
九
七
五
年
）
は
今
世
紀
初
め
の
二
〇
年
間
の
二
つ
の
成
功
例
、
シ
ン
ガ
ボ
ー
ル
の
越
後
屋
や
ジ

　
ャ
ワ
の
南
洋
商
会
に
つ
い
て
叙
述
し
て
い
る
。

（
2
3
）
　
「
比
較
分
析
」
会
議
で
報
告
し
た
際
に
は
、
主
要
グ
ル
ー
プ
間
の
平
均
値
の
差
の
有
意
性
検
定
を
行
な
っ
た
が
、
ほ
と
ん
ど
は
統
計
的
に
有

　
意
で
あ
っ
た
。

（
2
4
）
　
地
域
ダ
ミ
ー
の
表
わ
し
方
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。
主
と
し
て
欧
米
と
の
輸
出
入
の
品
目
は
卸
”
卸
”
O
、
東
ア
ジ
ア
と
の
輸
出
入
品
目
は
卸

　
”
一
魍
詣
図
閥
O
、
そ
の
他
の
品
目
は
詣
一
”
ρ
謁
帥
”
一
と
お
く
。

（
2
5
）
　
線
型
対
数
型
の
式
で
極
端
に
小
さ
な
値
が
過
大
な
ウ
エ
イ
ト
を
も
っ
て
し
ま
う
の
を
避
け
る
た
め
に
、
∪
閏
謁
お
よ
ぴ
b
～
肉
の
値
が
0
か

　
O
に
近
い
も
の
は
す
ぺ
て
○
・
○
〇
一
で
置
き
か
え
た
。

（
2
6
）
恥
肉
聾
U
Q
肉
岩
×
q
肉
讐
で
あ
る
か
ら
、
第
3
表
の
（
N
国
麟
）
と
（
N
国
げ
）
の
係
数
を
加
え
れ
ば
（
N
国
o
）
の
係
数
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

　
し
か
し
こ
こ
で
は
（
N
国
。
）
を
直
接
推
定
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
関
係
は
正
確
に
は
成
り
立
た
な
い
。
第
4
表
の
（
N
H
o
）
の
係
数
に
つ
い
て
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
同
様
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

（
2
7
）
　
期
間
％
と
㌦
の
鰯
の
係
数
が
負
で
有
意
な
の
は
欧
米
以
外
か
ら
の
輸
入
が
増
加
し
た
傾
向
と
矛
盾
す
る
が
、
そ
の
理
由
は
良
く
分
か
ら
な

　
い
。

（
2
8
）
　
三
井
物
産
の
久
保
田
良
治
氏
に
よ
る
。

（
2
9
）
　
経
営
史
家
の
間
で
は
、
総
合
商
社
が
新
し
い
産
業
を
興
し
、
ま
た
、
企
業
家
を
組
織
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
財
閥
の
形
成
を
も
た
ら
し
た
か
ど

　
う
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
議
論
が
多
い
。
中
川
（
一
九
六
七
年
）
、
森
川
（
一
九
七
六
年
）
参
照
。

（
3
0
）
　
『
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
』
第
一
〇
巻
、
四
九
七
－
五
二
四
頁
、
高
橋
（
一
九
七
三
年
）
、
第
三
巻
、
　
一
七
三
－
一
九
七
頁
。

　
　
　
商
社
活
動
と
貿
易
拡
大
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
七
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（
3
1
）
　
海
運
の
発
達
の
詳
細
に
つ
い
て
は
安
揚
（
一
九
七
六
年
）
参
照
。

（
3
2
）
　
高
橋
（
一
九
七
三
年
）
、
第
三
巻
、
六
三
頁
。

（
3
3
）
　
片
野
・
ス
マ
ト
ラ
カ
リ
ン
（
一
九
七
五
年
）
の
研
究
が
、
タ
イ
に
お
け
る
日
本
商
社
に
関
す
る
唯
一
の
文
献
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
本
篇
の
記
述
に
あ
た
っ
て
・
三
井
物
産
の
久
保
田
良
治
氏
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
商
社
活
動
に
つ
い
て
種
々
の
御
教
示
を
得
た
。

（
3
4
）
　
デ
ン
マ
ー
ク
の
大
商
社
E
A
C
は
、
広
い
範
囲
の
商
品
を
扱
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
の
商
社
の
活

　
動
と
し
て
は
、
例
外
的
で
あ
る
。

（
3
5
）
　
タ
イ
に
お
い
て
は
、
外
国
企
業
と
い
う
の
は
株
式
の
過
半
数
を
外
国
人
が
保
有
し
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
社
長
が
外
国
人
で
あ
る
企
業
、
と

　
規
定
し
て
い
る
。
日
本
商
社
を
タ
イ
企
業
の
よ
う
に
改
組
す
る
、
と
い
う
こ
と
は
あ
く
ま
で
名
目
的
な
こ
と
で
あ
り
・
商
社
の
現
地
化
と
い
う
こ

　
と
に
は
役
立
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
片
野
・
ス
マ
ト
ラ
カ
リ
ン
（
一
九
七
五
年
）
は
、
タ
イ
に
お
け
る
外
国
人
に
対
す
る
規
制
は
、
他

　
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
と
く
ら
ぺ
て
、
緩
い
も
の
で
あ
る
、
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
3
6
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
第
四
節
の
最
後
の
バ
ラ
グ
ラ
フ
参
照
。

（
3
7
）
　
自
国
商
社
と
工
業
化
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
総
合
的
な
比
較
分
析
を
行
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
今
日
の
発
展
途
上
国
に
お
い
て
は
、
工
業

　
化
の
プ
ロ
セ
ス
と
外
国
企
業
の
そ
れ
に
対
す
る
か
か
わ
り
方
が
問
題
と
な
っ
て
く
る
。
山
沢
・
平
田
（
一
九
七
八
年
）
参
照
。

（
3
8
）
　
日
本
の
経
験
と
比
較
し
て
の
今
日
の
発
展
途
上
国
に
お
け
る
外
国
資
本
に
よ
る
工
業
化
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
山
沢
・
平
田
（
一
九
七
八
年
）

　
参
照
。

（
3
9
）
　
韓
国
に
お
け
る
工
業
の
急
成
長
と
合
弁
事
業
の
現
地
化
は
、
最
近
の
韓
国
に
お
け
る
商
社
の
発
達
を
促
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
4
0
）
　
バ
ン
コ
ク
に
は
、
日
本
系
を
除
い
て
八
六
五
の
商
社
が
あ
る
が
（
欧
米
系
を
含
め
て
）
、
そ
の
う
ち
テ
レ
ッ
ク
ス
の
設
備
が
あ
る
の
は
わ
ず

　
か
三
八
社
で
あ
る
。
片
野
・
ス
マ
ト
ラ
カ
リ
ン
（
一
九
七
五
年
）
・
三
六
頁
。



（
4
1
）
　
今
日
の
発
展
途
上
国
に
お
け
る
現
地
商
社
の
不
利
な
点
と
し
て
は
、
自
国
に
お
い
て
、
貿
易
補
助
業
務
の
整
備
が
不
充
分
で
あ
る
、
と
い
う

　
点
も
考
え
ら
れ
る
。
タ
イ
に
お
け
る
民
族
系
お
よ
ぴ
外
国
金
融
機
関
の
実
態
に
つ
い
て
は
中
内
（
一
九
七
六
年
）
参
照
。

参
考
文
献

〔
1
〕
　
｝
一
一
〇
P
9
ρ
p
⇒
α
＞
、
O
■
U
o
昌
ヨ
爵
o
旨
P
モ
塁
鷺
ミ
肉
蕊
ミ
憾
蕊
鶏
§
、
ミ
両
禽
壽
§
閏
8
§
ミ
計
b
ミ
乳
尽
ミ
恥
ミ
、
q
ミ
§
＆
蟄
§
紅

～
尽
§
一
〇
8
お
。
≧
圃
窪
p
区
d
昌
ξ
ぎ
犀
畠
‘
一
3
避

〔
2
〕
　
藤
本
実
也
『
開
港
と
生
糸
貿
易
』
刀
江
書
店
、
昭
和
一
四
年
。

〔
3
〕
　
石
井
　
孝
「
通
商
条
約
の
調
印
と
そ
の
内
容
」
、
石
井
編
『
横
浜
市
史
』
第
2
巻
、
横
浜
市
・
昭
和
三
四
年
。

〔
4
〕
囚
辞
き
o
国
詩
魯
雪
畠
写
舜
犀
o
o
目
耳
田
匿
＝
p
．
、
浮
。
即
o
ざ
9
冒
鵠
器
器
↓
β
q
ヨ
σ
Q
9
筥
廊
三
。
の
冒
島
。
国
蓉
震
墨
．
↓
醤
号

　
o
｛
目
げ
巴
一
四
μ
ρ
、
．
肉
G
O
G
肉
≧
ω
ε
山
ざ
2
0
■
一
♪
目
胃
o
F
一
S
O
酢

〔
5
〕

〔
6
〕

〔
7
〕

〔
8
〕

　
月
、

〔
9
〕

　
ω
三
身
’

〔
1
0
〕

水
沼
知
一
「
外
国
貿
易
の
発
展
と
資
本
の
輸
出
」
、
揖
西
光
速
編
『
日
本
経
済
史
大
系
6
』
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
和
四
〇
年
。

森
川
英
正
「
総
合
商
社
の
成
立
と
論
理
」
、
宮
本
又
次
他
編
『
総
合
商
社
の
経
営
史
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
昭
和
五
一
年
。

村
上
は
つ
「
外
資
と
民
族
資
本
」
、
由
井
常
彦
編
『
工
業
化
と
企
業
者
活
動
』
日
本
経
済
新
聞
社
、
昭
和
五
一
年
。

中
川
敬
一
郎
「
日
本
の
工
業
化
過
程
に
お
け
る
『
組
織
化
さ
れ
た
企
業
者
活
動
』
」
、
『
経
営
史
学
』
、
第
2
巻
、
第
3
号
、
昭
和
四
二
年
一
一

八
－
三
七
頁
。

Z
巴
窮
目
『
日
誓
蓉
ρ
、
＆
篭
§
還
旨
』
§
馬
無
§
恥
ミ
鶏
ミ
亀
肉
鰍
｝
ミ
§
き
恥
鳳
ミ
ミ
恥
＞
切
黛
§
建
討
恥
国
誤
ミ
ミ
帖
§
き
目
魯
＆
ミ
§
鼻
肉
G
O
G
向
≧

　
2
0
　
一
〇
。
’
｝
口
目
一
〇
ま

大
蔵
省
『
大
日
本
外
国
貿
易
年
表
』
明
治
一
七
年
ー
一
九
年
、
二
四
年
－
二
六
年
、
三
一
年
ー
三
三
年
。

商
社
活
動
と
貿
易
拡
大
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
九



〔
1
1
〕

〔
1
2
〕

〔
1
3
〕

〔
N
〕

〔
1
5
〕

　
a
こ

〔
1
6
〕

〔
1
7
〕

〔
1
8
〕

〔
1
9
〕

黛
ミ
ミ
ざ
虜
き
h
も
ミ
ミ
§
母
鴫
慧
o
ミ
、
＜
o
一

一
橋
大
学
研
究
年
報
　
経
済
学
研
究
　
2
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
〇

高
橋
亀
吉
『
日
本
近
代
経
済
形
成
史
』
東
洋
経
済
新
報
社
・
昭
和
四
三
年
。

高
橋
亀
吉
『
日
本
近
代
経
済
発
達
史
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
昭
和
四
八
年
。

栂
井
義
雄
『
三
井
物
産
会
社
の
経
営
史
的
研
究
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
昭
和
四
九
年
。

山
口
和
雄
他
編
『
三
井
物
産
会
社
百
年
史
』
昭
和
四
九
ー
五
〇
年
。

く
p
目
p
日
ロ
屋
民
g
ρ
、
．
O
g
。
琶
早
＆
一
お
9
日
聴
昆
窃
巳
冒
冒
ロ
ー
↓
訂
霞
9
酋
房
嘗
匹
9
9
く
島
、
．
5
国
お
『
℃
馨
コ
身

～
鶏
感
象
§
鴇
噛
醤
織
§
ミ
ミ
蹄
ミ
ご
詰
§
養
噛
冴
吻
8
い
ミ
q
o
請
避
ミ
§
塁
一
切
o
詩
9
0
矯
”
q
三
く
段
曽
蔓
O
｛
O
P
一
躍
O
日
す
勺
『
8
。
・
”
一
ミ
9

山
沢
逸
平
・
平
田
章
「
工
業
化
と
対
外
経
済
関
係
」
、
『
ア
ジ
ア
経
済
』
く
o
一
・
一
P
2
ρ
溌
　
一
九
七
八
年
四
月
、
二
一
－
四
五
頁
。

山
沢
逸
平
・
山
本
有
造
『
貿
易
と
国
際
収
支
』
（
長
期
経
済
統
計
第
一
四
巻
）
、
東
洋
経
済
新
報
社
・
昭
和
五
四
年
。

矢
野
　
暢
『
「
南
進
」
の
系
譜
』
中
公
新
書
㌦
昭
和
五
〇
年
。

鴫
器
ロ
げ
四
吋
舘
三
臨
3
ど
：
閏
お
一
α
Q
耳
國
緯
o
の
”
昌
α
℃
8
α
ロ
o
鉱
＜
一
蔓
一
昌
0
8
鎚
一
↓
参
一
一
ω
℃
o
叫
鼠
該
o
ロ
｛
9
句
p
℃
即
p
一
〇
。
N
軌
1
む
＆
｝
、
、
肉
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
一
軌
｝
2
0
■
ど
｝
餌
昌
・
一
S
o
o
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
五
三
年
一
〇
月
九
日
　
受
理
）



商
社
活
動
と
貿
易
拡
大

附表1、輸出品分類

　　　輸出　　　輸出先
品特性　　開始時

欧　　米　（4の 東アジァ　（60） その他　（10）

旧輸出品

　（52）

生糸．茶，扇子，

風，羽二重，

　　　　（48）

水産物，鍛石炭，

　　　　　（27）

米．清酒．大豆，

　　　　　（7）

在　来　品

　，（93） 新輸出品

　（4）

魚油，わら製品，

宝器，むしぢ，

　　　　　（21）

大麦，塩，推茸，

荷油，他

　　　　（18）

人参，人車

　　　　（2）

近代　品

　　（17〉

旧輸出品

　（1）

硫酸

　　　　（1）

新輸出品

　（16）

写真画

　　　　（1）

マッチ，綿糸，石

ん，ガラス製品，

傘，他　　（14）

綿メリヤス肌着

　　　　（1）

（出所）　大蔵省『日本外国貿易年表五各年版。

（注）　　（1〉　総輸出入に占める標本品目のカパレッヂは次の通り。（再輸出入は除く）

　　　　　　　　　　　1884－86　　　1891－93　　　1898－1900

　　　　　　　輸出　　　　89．3（％）　　　　　87，9　　　　　　　　87。2

　　　　　　　輸入　　94．1　　　　92．8　　　　88。6

　　　（2）　地域分類　欧米：1900年に当該品目輸出（入）額の50％以上かヨーロッバまたは北

　　　　　　　　　　　米向け（から）の品目。

　　　　　　　　　　東アジァ：同じく50％以上が東アジア向け（から）の品目。

　　　　　　　　　　そ『の他；上記のいずれにも属さ識品目。

　　　戸（3）　翰出（入）開始時　旧輸出（入）品：1875年以前にすでに輸出（入）されていた品目。

　　　　　　　　　　　　　新輸出（入）品：1875年以後初めて輸出（入）され始めた品目。

　　　（4）商品特性　輸出品は在来品と近代品に分類される。在来品は貿易開始前から国内で生

　　　　　　　　　産・消費されていたもので，その後生産方法が近代化されたものも含まれる。

　　　　　　　　　近代品は貿易を通じて初めて日本に導入され，国内輸入代替生産を経て，輸

　　　　　　　　　出化されるようになったものである。そのあるものは輸入機械・技術を用い

　　　　　　　　　て生産されたが，中には日本の要素条件に合わせて生産方法が同化されたも

　　　　　　　　　のもある。輸入品は上述の定義に従えばすべて近代品になるから，用途別に

　　　　　　　　　6分類されている。



附表2．輸入品分類

　　　輸入　　　輸入元
途別　　開始時

欧　　米（169） 東アジア　（35） その他　（27）

素　食　料

　　（11）

旧輸入品

　（5）

タバコ

　　　　（1）

塩魚，ゴマ，塩肉

　　　　（3）

コーヒー

　　　　（1）

新輸入品

　（6）

ホップ，小麦

　　　　（2）

豆，米，生卵，糖

　　　　（4）

加工食料品

　　（20）

旧輸入品

　（16）

バター，ピール，

粉，ウイスキー

　　　　（11）

氷砂糖，支那酒

　　　　（2）

砂糖，葉巻

　　　　（3）

新輸入品

　（4）

チーズ，コンデン

ミルク，ペーコ

　　　　　（4）

素　原　料

　　（48）

旧輸入品

　（29）

生薬，石油，オリ

ブ油

　　　　（9）

毛皮，苧麻，大黄

　　　　（9）

インディゴ，象牙，

花，牛角

　　　　（11）

新輸入品

　（19）

コークス，靴底革，

毛　　　　　（6〉

肥料，生綿，獣毛

　　　　（6）

繰綿，獣骨，ヤシ

　　　　　（7）

中　間　財

　　（58）

旧輸入品

　（23）

綿，織糸，セメン

，金属及ぴ金属

品　　　　（19）

樟脳，他

　　　　（3）

硝石

　　　　（1）

新輸入品

　（35）

鋼材，化学染料，

刷用紙，綿糸

　　　　（32）

桂皮油

　　　　（2）

アラビアゴム

　　　　（1）

投　資　財

　　（12）

旧輸入品

　（3）

農工具．船

　　　　（3）

新輸入品

　（9）

機関車，紡績機，

刷機，蒸汽機関

　　　　（9）

消　費　財

　　（82）

旧輸入品

　（35）

綿布，石けん，時

，メリヤス肌衣

　　　　（49）

唐紙，縮緬

　　　　（5）

ローソク

　　　　（1）

新輸入品

　（27）

医療器，カメラ，

飾料品，えんぴ

，香水　　（24）

絹紬

　　　　（1）

紋金巾

　　　　（2）

橋
大
学
研
究
年
報
　
経
済
学
研
究
　
2
2

（出所・注）　付表1参照。



付表3・個別輸出商品グループのシェア

商
社
活
動
と
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大

　　　輸出開始時商品特性
輸出先

欧　米 東アジア その他 合計

在来品

旧輸出品
68．4 18．7 6．1 93．2 99．1

65．8 16．1 7．1 88．9 95．3

在　来　口
50．0 17．8 4．5 72．2 80．7

口阿

近代品

新輸出品
3．8

．7

2．0

．5

0．1

O．1

5．9

．4

0．9

．7

7．1 1．4 0．1 8．5 19．3

旧輸出品

0 0．2 0 0．2 93．4
旧輸出品 0 0．1 0 0．1 89．0

近　代　品
0 0．0 0 0．0 72．3

新輸出品

新輸出品
0．0 0．7 0．0 0．7 6．6

0．0 4．5
0
．
1

4．6 11．0

0．0 19．1 0．1 19．2 27．8

72．2 21．6 6．3

合　　計 70．5 22．2 7．3

57．0 38．3 4．7

所
）

出
注

（
　
（

大蔵省『日本外国貿易年表』1884－86年・1891－93年・1898－1900年。

標本輸出品合計額に対する百分比。

各枠内の3段の数字はそれぞれ1884－86（上段），1891－93（中段），1898－1900（下段）の

3ケ年平均値を表わす。



付表4。個別輸入商品グループのシェア

　　　　輸入
品特柱

　　　輸入元
始時 欧　米 東アジア その他 A

口 計

0．1 0．0 0．0 0．1

紫　食料

旧韓入品 0．2

．5

0．1

．7

0．0

．0．

0．3

．2

；L6 旧輸入品

63．7

0．0
1
．
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（出所，注）　付表3参照。


